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読者 の みな さま へ 
こん な 動物 が 登場 し ます 動物 を 機械 的 
に 五 十 音 順に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 


統 だ っ た 分 類 に 従っ て . われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 冊数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 ( 2 ), 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64)、 奄 虫 ・ 0 魚類 (16), 軟体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 膝 腸 動 物 な どの 無 春 椎 
動物 (32 )。《1 一 64 号 の 内 容 は 表 3 参照 》 
総 目 次 と 総 素 引 が つき ます 見 て , 読ん 
で , 楽し む “百科 ^" と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る 事典” と し て の 機能 を 完全 に す 
る た め , 16 冊 ご と に その 総 目 次 を つけ , また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 引 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動 物 が すぐ 引き だ せま す 。 
『 私 た ちの 仲間 ,」 の ベ ページ カラ ー ペ ー ジ 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 

- 線 動物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 ま た 動物 週刊 誌 " と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 , 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を , 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に . と じ こ ん で くだ さい 。 
堅 生 で 豪華 な , 全 12 巻 の “動物 吾 科 事典 " が 
そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バック ナン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 に つい て 』 を ご らん くだ さい 。 
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過 例 

口 本 文中 〕) を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 

口 く わし い 注 彼 が 必要 な も の に は . その 語 の あと に 
〔 注 1 〕 と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲間 』 第 27 ペ ー 
ジ に , 同 番号 で 記載 し た 。 

口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学 名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
0 

和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 

和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 
た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 
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・ 裏 表紙 説明 


本 誌 の 購読 に つい て 
本 誌 は , 全国 の 書店 , 朝日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 
毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の, 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 
な お , 本 社 直接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出版 業務 部 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 
大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1ー3 一 3 〒460 TELO52 一 231 一 8131 
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ネズ ミ と 人 人間 (上) 


ネネ スミ 
世 当 戦争 


ゴミ 戦争 、 交 通 戦争 、 少 し 古い と ころ 
で は 受験 戦争 と 、 人間 の 世界 に “戦争 
の タネ は 尽き な いよ うだ が , 昭和 47 年 の 
和 キ 支 で ある ネズ ミ の 世界 で も , * 熱 い 戦 
争 が くり ひろ げ ら れ て いる 。 

ひと くち に ネズ ミ と いっ て も 数 多い 。 
な に せ 全 世界 で 1700 余 種 、 哨 汽 類 の 総数 
3500 余 種 の 大 半 を 占め て いる の だ か ら 。 
その な か で わた し た ち に も な じみ 深い の 
は , いわ ず と 知れ た 家 ネ ズミ た ち で あ 
る 。 

この 家 ネ ズ ミ の 内 ゲバ が た い へ ん な シ 
ロモ ノ 。 昨日 今日 の 学生 サン の 「 東 京 戦 
争 」 ど ころ で は な く , 地球 を 股 に か けた 
世界 大 戦 と ちい うべ き ス ケー ル で の 熱戦 
な の で ある 。 


3 大 派閥 の 勢力 分 野 


家 ネ ズミ の 目下 の 主流 派 は 、 後述 の よ 
うに , 貞 も 尾 も 短く , 毛色 も それ こそ ネ 
ズミ 色 を し た ドブ ネズ ミ た ち 。 一 方 の 反 
主流 派 は 、 算 すじ の 通っ た , 尾 の 長い , 
黒い 毛色 を し た クマ ネズ ミ たち 。 少 数 派 
は , ドブ プ , クマ より 体型 も は る か に 小さ 
いた め , 強大 な 前 2 者 の 留守 を ね ら っ て 
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出没 する ハツ カネ ズミ た ち で ある 。 

か れ ら 3 派 の 関係 は いさ さか 複雑 で 
ド プ ネズミ と クマ ネズ ミ は 仙 敵 どう し 
クマ ネズ ミ と ハツ カネ ズミ も ゃ 犬 狼 の 促 , 
と ころ が ドブ ネズミ と ハツ カネ ズミ は ま 
あま あの 間柄 、 と いう し だ い 。 

クマ ネズ ミ は も と も と 樹 上 生活 を し て 
いた も の で , 家 の 中 で も , 天井 裏 や 壁 の 
中 な ど を すみ か に し て いる 。 ドブネズミ 
は , どう いう わけ か 水辺 を 離れ て 生活 を 
する こと が で きず , 家 の 中 で は 床下 、 台 
所 な ど 水 分 の 多い 所 、 家 の 外 で は 、 下 水 
潜 , 有 有 垣 の 間 な ど に 穴 を 掘っ て すん で い 
る 。 ハ ツ カ ネ ズミ は 人 家 付 近 に 生息 し 
て , 屋内 また は 近く の 地 中 に 穴 居 し て い 
る 。 

3 種 の ネズ ミ の あい だ に は 、 生活 空間 
上 の この よう な 「 す み 分 け 」 が 見 られ る 
が , か れ ら の 食糧 源 が 、 人 間 か ら の お こ 
ぼれ で ある こと に は 変わ り が な い 。 肉 や 
野菜 の 残り も ゃ の の 豊富 な 台所 , ゴミ 箱 周 
辺 で は 、 い や が 応 で も 相手 と 出くわす は 
め に な る わけ だ 。 

ドブ プ ネ ズミ は 3 種 の な か で か ら だ も い 
ちば ん 大 きく , 性 質 も 凶暴 で ある 。 ク マ 














ネズ ミ と 直接 出会え ば つか まえ て 食い 
殺し て し まう こと が ある 。 雑 食性 の ネズ 
ミ は 空腹 に 襲わ れる と , 仲間 の ネズ ミ さ 
え 食 い 殺 すこ と を 辞 さ な い 。 ク マネ ズミ 
も ドブ プ ネ ズミ に は 敵 し が た い が , 小さ な 
ハツ カネ ズミ に 出会え ば 同様 な 所 業 に 及 
2936 

し か し ,、 ドブ ネズ ミ の 場合 は 、 その か 
ら だ の 大 き さ を も て あま し て , 小さ く て 
す ば し こい ハツ カネ ズミ を 捕え そこ な う 
こと が 多い 。 ハ ツ カ ネ ズミ は 10 円 玉 大 
の 穴 が あれ ば 、 簡 単に 出入 り が で きる 
し 、 身 の 軽 さ を 利用 し て どん な 所 へ で も 
よじ 登っ て じ ま う 。 宅 を な わけ で , ド デ 
ネズ ミ と ハツ カネ ズミ の 対立 は 、 クマ ネ 
ズミ と ドブ ネズ ミ の 仙 敵 関係 の よう に は 
悪化 せ ず に すん で いる 。 

ネズ ミ 合 戦 大 阪 の 陣 “ 

ドブ プ ネ ズミ と クマ ネズ ミ の 2 大 ライ バ 
ル の 現状 に つい て は , いろ いろ の 報告 が 
出さ れ て いる 。 ま すず 大 阪 府 公衆 衛生 研究 
所 に よる 「 ね ずみ セン サス (統計 調査 )」 
か ら お 目 に か け よ う 。 

セン サス は , ネズ ミ 駆除 月 間 の 昭和 46 
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登呂 遺跡 「 高 倉 」 の ネズ ミ 返 し (弥生 時 代 後期 ) 


年 2 月 、 大 阪 、 豊 中 、 八尾, 茨木 な ど 府 
7 か 所 に 100 戸 程度 の 調査 プロ ッ ク を 
設け , 延べ 30 日 間 に わ た っ て , わな , 毒 
えさ に よる 生息 調査 、 つ か まえ た ネズ ミ 
の 寄生 虫 や 細菌 検 柱 な ど を まとめ た も の 
で ある 。 

その 結果 , 明らか に な っ た の は ネズ ミ 
世界 に お ける ドブ ネズ ミ の 圧倒 的 な 優位 
で あっ た 。 わ な な ど で 捕 えら れ た ドブ ネ 
ズミ の 割合 は , 大 阪 市 (官舎 )、 八 尾 市 
(一 般 住宅 )、 四条 唆 市 (社宅 ), 豊中 市 
(工場 ) の 4 調査 地域 が と も に 100 バー 
セン ト 、 岸和田 市 (港湾 住宅 ) が 85 バ パー 
セン ト , 茨木 市 の 農家 地域 は や や 少な く 
54 バ パー セン ト , 唯一 の 例外 は 大 阪 市 内 の 
ホテ ル の 0 バー セン ト (クマ ネズ ミ 100 
バ パーセント ) と な っ て いる 。 

と ころ で 大 阪 は 、 ひ と むか し 前 に は ク 
マネ ズミ の 天下 で あっ た 。 大 阪 市 大 の 田 
中 英雄 教授 に よる 昭和 25 年 の 大 阪 市 内 調 
査 で は , クマ ネズ ミ 76 バ パー セン ト , ドブ 
ネズ ミ 24 パ バー セント, つま り 4 欧 の う 
ち 、 3 匹 は クマ ネズ ミ だ っ た の で ある 。 
衛生 研究 所 に よる 昭和 27 年 の 松原 市 住宅 
営団 の 調査 で も , 捕獲 され た ネズ ミ は 全 
部 が クマ ネズ ミ だ っ た 。 

これ ら の 調査 か ら 、 大 阪 府下 の 場合 
部 会 の 住宅 地 は すでに ドブ ネズ ミ に 完全 
に 制圧 され ,、 わずか に 農村 地区 で クマ ネ 
ズミ が 5 分 5 分 の 勢力 を 保っ て いる に す 
ぎ な い , と 同 研究 所 医 動 物 室 長 藤 戸 貞 男 
博士 は みて いる 。 

この よう に ドブ ネズ ミ が 進出 し て いる 
の は , 大 阪 ば か り で は な いよ うだ 。 東 京 
都 術 生 局 の 調査 に よれ ば 昭和 30 年 に は , 
ドブ プ ネ ズミ 59 バ ー セ ント , クマ ネズ ミ 41 
バー セン ト と その 勢力 は ほぼ 持 抗 し て い 
た が , 昭和 42 年 に は ド プ ネズ ミ 90 バ パー セ 
ント , クマ ネズ ミ 9 パ バ パーセント, ハツ カ 
ネズ ミ 1 バ パー セン ト と な っ て ,。 ドブ ネズ 
ミ の 都会 に お ける 優位 を 物語 っ て いる 。 

ドブ ネズ ミ が クマ ネズ ミ を 駆逐 し て , 
都会 に この よう に 進出 し えた 理由 は 何だ 
る の う 。 

藤戸 博士 は .、 それ は 都市 化 に よる 環境 
の 変化 が ドブ プ ネ ズミ に 有利 に 、 クマ ネズ 


43 一 I 











私 た ちの 仲間 





ミ に 不利 に 働い た か ら だ と みて いる 。 従 
来 の 日 本 家屋 は , 屋根 裏 も 広く 、 ク マネ 
ズミ に と っ て は , か っ こう の 生息 場所 だ 
っ た が , し だ い に 団 地 や マン ショ ン の よ 
うな 空間 の 少な い 建物 に と っ て か わら れ 
て , その すみ か を 追わ れる こと に な っ 
7 たら 

また , 近代 地域 社会 は 、 下 水 処理 、 ゴ 
ミ 処理 な ど が 整備 され て , 開 洒 や ほう り 
だ され た ゴミ な ど が 徐々 に 減っ て きた 。 
これ も , クマ ネズ ミ に と っ て は 容易 に え 
さ を あ され な いと いう 重大 な マイ ナス の 
要因 と な っ た 。 と ころ が ドド ブ ネ ズミ に と 
っ て は , 剛 業 に な っ た 下水 道 は 天敵 ( イ 
タチ , へ ビ , ネコ な ど ) の 侵入 を 完全 に 
防い で くれ た ば か り で な く , 下水 を 流れ 
る 豊富 な えさ を 独占 で きる こと に も な っ 
た 。 か くし て 現代 の 都会 に は , 上 は 歩行 
者 天国 、 下 に は ドブ ネズ ミ 天 国 が 到来 し 
た 

で は , 追い は ら わ れ た クマ ネズ ミ は ど 
こ へ いっ た の だ ろう 。 ネ ズミ 駆除 協議 会 
の 成 毛 彦 吉 氏 に よる と 、 か れ ら は 新天地 
を 郊外 の 新興 住宅 地 に 求め て いる と い 

。 郊外 で は マッ チ 箱 の よう な 小さ な 家 
が 、 田畑 を 虫食い 状態 に どん どん 食い 荒 
ち し て いく 。 下 水道 も 不 完全 だ し ゴミ 処 
理 行政 も いき と どか な い 。 こ うし た 郊外 
や 農村 に は , クマ ネズ ミ が , ドブ ネズ ミ 
の 侵略 か ら 身 を 守れ る 条件 が で き て い 








アメ リカ へ 





還 較 > クマ ネズ ミニ の 経路 


ーーー ドブ ネズ ミ の 経路 













1727 年 大 地震 起り 少 
ボル 川 を 渡 攻 ジジ 


る 。* 東 京 が だ め な ら 還 舎 が ある さ * と 
いう わけ だ 。 

クマ ネズ ミ 最 後 の 砦 は 都心 に も ある 
それ は 超 高 層 ビ ル な どの オフ ィ ス 街 だ 。 

木 登り じょう ボボ だ っ た クマ ネズ ミ に と 
っ て は , ビル の 上 層 部 は ドブ プ ネ ズミ か ら 
侵略 され ず 、 また , 夜間 は 過疎 地帯 と な 
っ て 人 間 か ら の 迫害 も ね なく, 自由 な 活動 
が で きる 安住 の 地 と な っ た 。 え さ は 各階 
の 湯 わ か し 場 、 レ スト ラン の キッ チン な 
どか ら 残 りゃ も の を ちょ うだ いす る は ほか 
に 、 秘書 室 か ら 女 性 の 間食 を 失敬 する 楽 
し みさ えも ある 。. 

ネズ ミ と り 会 社 の 殺 貞 数 に よる 最近 の 
調査 で は , 高層 ビル に 限れ ば 、 ク マネ ズ 
ミ 65 バ パー セン ト , ドブ ネズ ミ 30 バ パー セン 
ト 、 ハ ツ カ ネ ズミ 5 バー セン ト ぐ らい の 
割合 だ と いう 。 さ き の 「 ね ずみ セン サ 
ス 」 で , 大 阪 市 内 の ホテ ル が 例外 的 に ク 
マネ ズミ 100 バー セン ト だ っ た の は , こ 
の 間 の 消息 を 語る る の で あろ う 。 


大 洋 を 渡る クマ ネズ ミ 


この よう に 現状 で は , ドブ プ ネ ズミ と の 
勢力 争い に 敗れ つつ ある クマ ネズ ミ で は 
ある が , その 過去 に は クマ ネズ ミ 王 国 を 
策 い て 世界 に 彰 を と な えた 時 代 も あっ 
だ 。 

家 ネ ズミ は , 元 来 は 住家 性 で は な く 野 
生 し て いた も の だ が 、 そ の 野生 の 世界 に 


クマ ネス ミ と トブ ネス ミ の 移動 概略 図 


オ ピ 川 
ボル ガ 川 





12 伺 紀 頃 十字 軍人 
に よっ で ヨー ロッ パ ヘ へ 


W 
アレ キサ ン "ツー で ーー ニー 
クマ ネズ ミ の 原産 地 


移動 に つい て は 、 記 録 の ある も の に つい て の み 、 年 代 、 そ の 他 を 付記 し た 
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ドブ ネ ズミ の 上 





深夜 の 大 阪 市 内 で えさ を あさ る ドブ ネズ ミ 


尾 は 太く , 頭 胴 長 よ りや や 短い 


人 類 が 進出 し 、 家 を つく り , 食物 を た く 
わ え る に つれ て , 人 間 の すみ か へ 逆 に も 
ぐり こん で いっ た 。 人間 の 家 は 暖か く , 
食糧 も 豊か で 、 天敵 も 少な いと いう す ば 
らし い 環 境 だ っ た か ら , 人 類 が 有史 以来 
世界 各地 へ ひろ が っ た の に つれ て , 家 ネ 
ズミ も いっ し ょ に 世界 じゅ うに 分 布 を 拡 
大 し た の で ある 

その トッ プ バ ッ タ ー が クマ ネズ ミ だ っ 
た 。 原 産地 は イン ド か ら ア ジア 南部 地域 
で , 森林 に 生息 し て いた の だ が 、 や が て 
イン 文化 が 東西 へ ひろ が る に つれ て ., 
東 は 中 国 一 円 、 凸 は バレ スチ ナ か ら 地 中 
海 治 岸 に 分 邊 し て いっ た . 

ヨー ロッ パ へ 進出 を 開始 し た の は 、 お 


正 喧 形 f 才 


バイ カル 湖 


ーッ 


い 


原案 小原 秀雄 





頭 胴 長 240 ミリ 、 尾 長 200 ミ リ 


そら く 11 世 紀 末 か ら 12 世 紀 に か け て , 最 
初 の 十字 軍 の 帰還 の ころ と み ら れ て い 
る 。 ヨー ロッ ズ パ に 到達 し て か ら 以 後 の ク 
マネ ズミ は 驚く ほど の 早 さ で ヨー ロッ ズ パ 
じゅ うに 浸透 し て いっ た 。13 世 紀 の 終わ 
りこ ろ に は ,、 も は や ヨー ロッ パ の 各地 に 
ネズ ミ を 見 な いと ころ は な い 状 況 と な 
り 、 多く の 被害 を 与え る や っ か いな 動物 
と 目 さ れる に 至っ た 。 

笛 の 音 に よっ て ネズ ミ の 大 群 を 川 に 連 
れこ ん で 湖 死 させ た が 、 町 の 人 びと が 約 
束 の 報酬 を 支払 わな か っ た の で 、 町 じゅ 
う の 子 ども た ち を 同じ 笛 の 音 に よっ て 谷 
間 に 誘い こん で し まっ た と いう ,。 ハメ 
ルン の 笛吹 き * の 話 は この 時 代 の も の ら 
し い 

そし て 14 世 紀 に は , 全 ヨ ー ロ ッ パ 人 ロロ 
の 4 分 の 1 に 当たる 2500 万 人 が 死ん だ 
と いわ れる 黒 死 病 (ベス ト ) を 媒介 し , 
旧 大 陸 を 悲惨 の どん 底 に た た きこ ん で し 
まっ た 。 当 時 は , この 防ぎ よう の な い 伝 
染 病 の た め に , 村々 が 次 々 に 全滅 し て い 
く の で , その 家 を 焼き は ら う と いう 非常 
手段 さえ と られ た が , ベス ト は 対抗 策 の 
な いま まこ の あと 数 世紀 に わた っ て 流行 
を 続け 、17 世 紀 に も 激烈 な 被害 を も る たら 
し て いる 

この 間 に も 、 ク マネ ズミ は ヨー ロッ パ 
じゅ うに 君臨 し 、 船 に 乗っ て は 大 西洋 を 
る 越え て 、 コ ロン ブス の 発見 し た 新大陸 
へ も 勢力 を ひろげ て いっ た 。 南 アメ リカ 
の ベル ー に 状 い た の は 16 世 紀 中 ご ろ と い 
われ て いる 。 登 負 力 に すぐ れ て いる クマ 
ネズ ミ は , マス ト や 帆 綱 の 多い 大 航海 時 
代 の 船 が すっ か りお 気 に 胡 したら しく 、 
船 ネ ズミ と し て 世界 各地 へ ひろ が っ て い 
っ た 。 

し か し , 長期 に わた り 世 界 各 地 で 悪 業 
を ほし いま ま に し た クマ ネズ ミ の 支配 権 
も , 18 世 紀 初 頭 に アジ ア か ら ド ブ ネ ズミ 
が 大 挙 侵 入 し て くる に 及 ん で , つい に そ 
の 王座 を 奪わ れ て し まっ た 。 


ドブ ネズ ミ 群 の 世界 征服 


ドブ ネズ ミ の 原産 地 は 中 央 アジ ア の 草 
原 地域 と され て いる が 、 バ イカ ル 湖 の は ほ 











と り に も いた と いわ れ て いる 。 

し か し , 現在 の よう に 世界 じゅ うに 分 
布 し て し まっ た あと で は , は っ きり し た 
原産 地 を つか むこ と は 学問 的 に も 困難 な 
上 お め 28。 

か れ ら は た ぶん 草原 を 流れ る 川 の ふち 
に 穴 を 掘り 、 そこ を 巣 に し て いた の だ ろ 
う 。 川 岸 に は 人 間 も ま た 家 や 小屋 を つく 
る 。 こ の へ ん か ら 下 ブ ネ ズミ と 人 間 社 会 
と の 接触 が 始め られ た に 違い な い 。 

F ブ ネズ ミ は 中 央 アジ ア 一 帯 に か け 
て , 早く か ら 分 布 を ひろ げ て いた 。 し か 
し ヨー ロッ パ に 分 布 を ひろ げた の は , 18 
世紀 に は いっ て か ら で , 記録 に よれ ば , 
それ は の ち に 「 ネ ズミ の 年 」 と 名 づけ ら 
れ た 1727 年 と され て いる 。 





SS に 
ニホン クマ ネズ ミ 
耳 が 大 きく 
前 に 倒せ ば 
目 を お お う の が 特徴 
頭 胴 長 180 ミリ 
尾長 190 ミリ 


撮影 土屋 公 幸 


ハツ カネ ズミ 

家 ネ ズミ の な か で は 
も っ と も 小さ い 
頭 胴 長 75 ミ リ 
尾長 60 ミ リ 


ろ 現 われ た の だ ろう か 。 

静岡 県 の 登呂 遺跡 は 弥生 時 代 後期 の も 
の だ が , ここ の 「 高 倉 」 と 呼ば れる 帝 物 
倉庫 に は , 柱 や は し ご に 30 セ ンチ 四方 ぐ 
らい の 正方 形 の ネズ ミ 返 し が つい て い 
る 。 ネ ズミ の 害 に 早く も 日 本 人 は 悩ま さ 
れ て いた わけ だ が , ネズ ミ 博士 の 宇田 川 
竜 男 氏 は 、 これ は 野 ネ ズミ の 害 を 防い だ 
る の と みて いる 。 ク マネ ズミ に と っ て 
は , この 程度 の 大 き さ の ネズ ミ 返 し な 
ら , 苦 も な く と び 越 せる か ら だ 。 し た が 
っ て , まだ いわ ゆる 家 ネ ズミ は この 時 期 
に は 存在 せ ず 、 ハツ カネ ズミ くら い の 小 
さい 野 ネ ズミ が 横行 し て いた だ け な の だ 
の : ウ に 

歴史 時 代 に は いっ て か ら の 記録 で は , 














が 経 箱 を か じ っ て 害 を な し た と いう こと 
が あっ た そう だ 。 ハ ツ カ ネ ズミ で は 木 箱 
な ど は か じ れ な いか ら , この 場合 の ネズ 
ミ は ば は グマ キネ ズミ と いう こと だ な る 。 グマ 
ネズ ミ は 4, 5 世紀 ご ろか ら , ドブ ネズ 
ミ は か な り 時 代 が 下っ て , 室町 時 代 に 日 
本 へ 渡来 し た も の だ ろう と 宇田 川 氏 は 推 
測 す る 。 

動物 学者 の 徳田 御 稔 氏 に よる と , 家 ネ 
ズミ の 渡来 は 大 き な 船 が ひん ば ん に 往来 
する よう に な っ て か ら で , クマ ネズ ミ は 
室町 時 代 以 降 。 ドブ プ ネ ズミ に いた っ て は 
江戸 時 代 に な っ て か ら で は な いか と い 
う 。 タ バ コ 入 れ の ひも な ど に つけ た 「 根 
つけ 」 と いう 小道 具 に 見 られ る ネズ ミ は 
ハツ カネ ズミ の 類 で 、 大型 の クマ ネズ ミ 
や ドブ プ ネ ズミ を 模 し た も の は 見 当たら な 
い 。 

と に か く , 日 本 へ の 家 ネ ズミ の 渡来 が 
いつ ご ろ で あっ た の か は , 専門 家 の あ い 
だ に ゃ 定説 が な いよ うだ 。 

古生物 学者 の 長谷 川 善 和 氏 は 、 洪 柄 世 
後期 (30 カ ー2 万 年 前 ) に ネズ ミ の 化石 
が 発見 され て お り , それ は クマ ネズ ミ の 
祖先 型 ら し い の だ が , と いっ て いる 。 も る 
し 、 こ れ が 事実 な ら 。 な ん ら か の 地 錠 異 
動 に よる 環境 変化 が 、 かれ ら を アジ ア 大 
陸 へ 追い や っ た の か , それ と も その まま 
生き の び て 現 生 種 に つなが っ て いる の か 
興味 深い と ころ で ある 。 し か し , これ も 
残念 な が ら 化 石 と 現 生 種 と の 同定 が 困難 
な た め に 決め 手 を 欠い て いる 。 


ニホン クマ ネズ ミ アジ ア 原 産 説 」 


し か ら ば 日 本 の 家 ネ ズミ は どこ か らき 
た の か と いう こと を 、 明らか に する 手段 
が な い の か と いう と , ここ に ユニ ー ク な 
研究 が ある 。 





私 た ちの 仲間 





色 体 の 数 と 形 は 種 に よっ て 一 定 で ある と 
いう 原則 が , ネズ ミ の 場合 に は あて は ま 
ら な いこ と を 知っ て , 調べ られ る 限り の 
世界 じゅ う の ク マネ ズミ を 調べ て みた 。 
する と 図 の よう な 意外 な 結果 が 出 て き 
だ ぁ 
① 日 本 に いる クマ ネズ ミ は , すべ て 和 染 
色 体 数 が 42 本 で ある 。 
⑨②④ そ の ほか に 42 本 の 染色 体 を も つの は 
ィ インド 北部 、 東南 アジ ア 地 方 に いる 
も の と , エジプト に いる も の で あ 
る 。 
③ 上 記 以 外 の 地域 の 調査 地点 で は 染色 
体 数 は すべ て 38 本 の も の ば か り で あ 
る 。 
③④ イン 中 部 と エジプト に お いて は , 
38 本 の も の と 42 本 の も の が 混在 し て 
いる 。 
つま り , この 結果 か ら 解 釈 す る と , 日 
本 の クマ ネズ ミ は , どう や ら イ ンド ト から 
東南 アジ ア を 経て 日 本 に 渡来 し た と み ら 
れ 、 日 本 の クマ ネズ ミ の アジ ア 原 産 説 が 
裏書 き さ れ る わけ な の だ 。 
また ヨー ロッ パ 系 の クマ ネズ ミ は , ア 
ジア か ら 西 へ 向かう 途中 で , 染色 体 数 に 
変化 が お き , ヨー ロッ ズ パ に 定 府 し た と き 
は 42 本 か ら 38 本 へ 完全 に 変化 し て いた 。 
その 38 本 の 染色 体 数 を も っ た クマ ネズ ミ 
が ヨー ロッ パ 人 の 世界 進出 に つれ て , ア 
メリ カ 大 陸 を は じ め オ セア ニア 地域 へ も 
ひろ が っ て いっ た と みる こと が で きる 。 
太平 洋上 の 小さ な エニ ウェ トク 鳥 で 
は , 38 本 の 染色 体 を 通常 と する 現地 種 の 
な か で 、39 本 の 染色 体 を も ちっ た クマ ネズ 
ミ が 数 匹 発 見 され た 。 こ れ は どう や ら , 
日 本 軍 が 太平 洋 戦争 中 に 和 鳥 を 通過 し て い 
っ た と き に その まま 居 残 っ た 42 本 の 染色 
体 を も つ 日 本 クマ ネズ ミ と 、 現 地 の 38 本 








ny。 
間際 : 


この 年 の 9 月 に カス ビ ピ 海 の 沿岸 に 大 地 大 陸 か ら 船 で 仏典 を 運ぶ と き に 、 ネズ ミ 国立 遺伝 学研 究 所 の 吉田 俊秀 氏 は , 染 に 
震 が 生じ , その と き 食 糧 の 欠 即 に お ちい を 
> だ ドブ ホオ ミ の 大 和 が ホル カ 川 を 入っ クマ ネス ズミ の 上 色 体 数 か ら 見 た 分 布 較 
て 西 へ の 移動 を 始め た の が , ヨー ロッ パ pp 6 
進出 の 第 一 歩 と な っ た 。 それから 10 数 年 
の うち に , 広い ロシア の 原野 を 横切っ に 
て 、1750 年 に は 早く も 東 プ ロ シア に 出現 
し , 1780 年 まで に は ヨー ロッ ズ パ 全土 を 手 ンク 
中 に お さめ て し まっ た 。 クン ク グ の 

R 6 た 5 っ っ 2 ノ ィ 

次 いで アメ リカ 大 陸 に 渡り , ここ で は ググ ググ 果 / ン ノ 2 
さす が に その スピ ー ド は 鈍っ た も の の , ク 42 2 
1851 年 に は は カリ フォ ルニア へ た どり つ を / み ンス 
いて いる 。 エニ ウェ トク 島 

クマ ネズ ミ は 当然 この あお り を 食っ て 
勢力 は し だ い に 詞 え 、 か つて の 栄次 栄華 
ぶり は 見 る か げ も な く な っ て し まっ た 。 
イギリス で は 18 世 紀 末 に な る と , 大 き な 1 ] 
港町 に 船 ネ ズミ と し て 海外 か ら 上 陸 し て レノ 
くる も の を 除く と 、 ほ と ん ど ク マネ ズミ ク ク 
を 見 か け な く な っ て し まっ た と いう 。 シップ 生 呈 6 レラ 多 

家 ネ ズミ 日 本 史 
空白 部 分 は 未 調査 地域 を 示す の で あっ て ,、 クマ ネズ ミ が いな いわ け で は な い 
で は 、 日 本 へ は 家 ネ ズ ミ た ち は い つ ご エニ ウェ トク 島 で は 39 本 の 和 染色 体 数 を も つ ク マネ ズミ が 発見 され た 
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も う ひ と つの 世界 


ン 2。 





死に つい て 思い , 死 を 恐れ る 生物 は , 
まず 人 間 だ けら しい 。 だ が , 次 の よう な 
自然 の 実態 を 知る に 及 ん で , 進化 論 が 明 
ら か に し た 人 間 と 動物 の 連続 性 が , 死に 
関す る 動物 た ちの 行動 の な か に も 見 られ 
る こと が 考え られ る よう に な っ た 。 

その も っ と も ゃ も 中心 的 な ひと つ は , 最近 
『 ラ イフ 』 誌上 に 写真 と 記事 が 掲載 され 
た (本 誌 10,、 11 ベ ー ジ に 転載 )、 タ ン ザ 
ニア の セレ ン ゲ ティ 国立 公園 に お ける , 
野生 アフ リカ ゾウ の 死に まつ わる 行動 で 
ある 。 

この 写真 と 記事 と は , ナチ ュ ェ ラ リス ト 
と 写真 家 の 手 に な る も の で , 見 る か ぎり 
で は , まっ た くく 作為 の な いも の で あっ 
た 。 老い て 死ん で いく , リー ダー と 思わ 
れる 雌 ゾ ウ に 対し て , 群れ の 成員 が 助け 
起こ そう と し た あげ く 、 ふれ あっ た り し 
て 立ち 示 っ た も の で ある 。 こ こ に 示さ れ 
た ゾウ た ちの 行動 は , 死に 対し て , な ん 
ら か の 感じ と を も っ て いる こと を 示し て い 
る ば か り で な く , 群れ の 成員 間 に 交 情 が 
存在 する こと を も 示し て いる 。 

ゾウ の 死に つい て は , 墓場 を も っ て い 
る と いう つく り 話 (この つく り 話 その も 
の で は な い に し て も , の ち に いろ いろ 検 
討 し て みる が ) が あっ た が , この 実態 を 
見 て も っ と る も 驚い た の は , 動物 学 の 研究 
者 で あっ た か も し れ な い 。 も と も と 一 般 
の 人 びと は , 高等 動物 を 擬人 的 に 見 が ち 
な の だ か ら 。 

ゾウ どう し は , 明らか に 助け あう 。 雌 
ゾウ は , 他 の 雌 の 出産 に 際 し て , さま ざ 
まな 働き を する 。 ま た , 撃た れ た ゾウ を 


* 
の 染色 体 を も つ ヨ ー ロ ッ パ 系 クマ ネズ ミ 

と が 交配 し た 子孫 らし いと いう こと で あ 

る 。 

人 類 と つね に 行 を と も に し て きた この 
小さ な 生物 に よっ て , 歴史 の ひと こま が 
みごと に 伝え られ た と いえ る だ ろう 。 

この よう な 論法 を 少し 乱 打 に 拡大 し て 
応用 する と , 日 本 の ネズ ミ が 東南 アジ ア 
か らき て いる な ら , か れ ら を 引き 連れ て 
きた 人 間 こ そ が , 日 本 人 の 祖先 で は な い 
か と 考え られ な くも な い の だ 。 

と に か く , 家 ネ ズミ た ち は 時 間 と 空間 
を 越え て 、 い まや 南極 圏 の 南 ジ ョ ュー ジア 
島 か ら , 北極 圏 の スバ パール バル 諸島 」 ア . 
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2 頭 が ささ えて 運ん だ と か , 川 に 落ち た 
子 ゾ ウ を 母 と 多く の 雌 プ ウ が 助け だ し た 
こと と か 、 老 ゾウ を 守る よう に 行動 する 
個体 が ある , と いっ た 例 を , 確実 な ナチ 
ュ ラ リス ト が 観察 し て 報告 し て いる 。 だ 
が , 今度 の よう に 死に 際 し て , 群れ 全体 
が 行動 し た 例 は は じ め て で ある 。 

死 を めぐ る 貴紀 類 の 行動 と み ら れる 自 
然 の 実態 の 報告 は これ が は じ め て で は 
な い 。 ダーウィン は 、 南ア メリ カ の 南端 
で , グ ア ナ コ (ラマ の 野生 種 ) が 川岸 の 
深い 低木 林 の な か で 多数 死ん で お り , 大 
量 の 白骨 が 見 られ た こと を 記録 し て い 
る 。 最 近 で は 北東 メキ シコ で , オオ ヅ ノ 
ヒツジ に 似 た よう な こと が 知ら れ て い 
る 。 夏 の 間 に 、 暑 さ を 層 け て 小さ い 穴 の 
中 で 休息 し , その 場所 に は 排 浴 物 が 大 量 
に 積み 重ね られ て お り , また , 死体 が 重 
な っ て いる の が 見 い だ さ れ た の で ある 。 
オオ ヅ ノ ヒッ ツジ は 出産 に も 、 こう し た 隠 
れ 場 所 を 使っ て いる 。 

死ぬ と き に は 、 イ ヌ や ネコ と くに ネ 
コ は , よく 別 の 場所 に いく と いわ れ て い 
る 。 家 畜 は 人 工 的 な 生活 に 適応 し て お 
り , あま り 行 動 上 に 野生 動物 と し て の 性 
質 を 残し て は いな い 。 ネ コ が どちら か と 
いえ ば , も っ と も ゃ 野生 的 と いえ る で あろ 
う 。 ネ コ が は た し て , ほん と うに 死ぬ め 場 
所 を ある 程度 選 志 の か どう か を 調べ て お 
く 必 要 $ も あろ う が , 野生 動物 の うち 高等 
な 貴 乳 類 が , な ん ら か の 死に 関す る 行動 
を する こと は 確か な よう で ある 。 

た だ , 高等 な 哨 孔 類 と は いっ て も , 死 
に 際 し て みず か ら ど こ か へ いく と いう ほ 


リュ ー シ ャ ン 列 島 」 アラ スカ , シベ リア 
に いた る まで , 地球 上 , 人 間 の 住ん で い 
る と ころ に は 必ず 居 を 構え て いる 。 

1 匹 1 匹 の ネズ ミ は 弱小 で と る に 足ら 
な い 動 物 だ が 、 種 と し て みる な ら ば , ラ 
イオ ン の よう な 猛獣 より は , 環境 適応 
力 ・ 繁 殖 力 な ど 、 は る か に 強力 な 存在 な 
の で ある 。 

人 間 の 数 の 3 倍 ぐ らい だ ろう 、 と いう 
だ け で , だ れ も そ の 数 さえ 正確 に は 知ら 
な い 家 ネズ ミ た ち が , か れ ら どう し の 内 
ゲバ を や め て , 恐怖 映画 『 ウ イラ ー ド 』 
の よう に 人 間 へ 宣戦 を 布告 し て きた ら , 
世界 は は た し て どう 変わ る だ ろう か 。 画 

(本 誌 福原 記者 ) 





どの 自覚 は ある まい 。 人 間 の も の と は 異 
な っ た 認識 も あろ う が ,、 た だ お そら く , 
動物 は 死 が 近づい た と き に は , 自然 に 天 
敵 に ね わら われ て いる の と 似 た よう な 気分 
に な る こと は 考え られ る 3: オオ ヅ ジノ ヒ ツ 
ジ や グ ア ナ コ の 場合 に は , 隠れ よう と し 
て 上 記 の よう な 場所 を 選ん だ も の と 思わ 
れる 。 か れ ら は 砂漠 に 生息 し て いる 種 な 
の で , 隠れ る 場所 が 限定 され た た め に , 
同一 場所 に 死体 が 重なっ た と 考え る こと 
が で きる 。 ま た ある 場合 に は , 大 量 死 が 
原因 で あろ う 。 

他 の 喧 乳 類 で は , 熱帯 林 な ど に いれ ば 
隠れ る 場所 が 多い の で , 死に 場所 が 見 ら 
れ な い の だ と 思わ れる し, また 死体 が 他 
の 生物 に よっ て 食わ れる な ど 、 利用 され 
て し まう の で あろ う 。 

し か し , どちら に し て る , 動物 園 や 実 
験 宝 の よう な 閉じ こめ られ た 以外 の 場 に 
お ける , 高等 な 貴 乳 類 の 死 を めぐ る 行動 
は , な お 調べ て みな けれ ば な ら な い 。 と 
いう の は , アフ リカ ゾウ に お いて 見 られ 
た 前 記 の よう な 行動 は 、 陣 れ 場所 を 自然 
に 選 京 と いっ た 気持 の 動き と は ,、 また 別 
の も の で は な か ろう か と 思わ れる か ら で 
ある 。 
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藤堂 明 保 


で つめ 中 国 に は 今 で は ゾウ は 
いな い 。 しかし, 今 か ら 3300 年 前 、 典 代 
の 甲骨 文字 は , 生き 生き と し た ゾウ の 姿 
を 描い て いる 。 

その 「 象 」 と いう 字 は , 想像 に よっ て 
か か れ た も の と は 思え な い 。 当時 の 華 
北 、 黄河 デル タ に いた 肥 の 人 びと が , じ 
か に ゾウ の 実物 を 見 た と し か 考え よう が 
な い の で ある 。 

し か も 甲骨 文字 の 象 は 、 そ の し っ ぱ が 
ば か に 長く , イン ド の ゾウ と は 違っ て , 
まる で 古代 の ナウ マン ゾウ の 遺物 の よう 
な 姿 を し て いる と ころ が 興味 記 か い 。 中 
国 の 国内 に , いつ まで ゾウ が 生息 し て い 
た も の か わか ら な い が , 三国 時 代 (220 
て 280 年 ) の 県 の 録 権 が 年 少 で あっ た と き 。 
ゾウ を 舟 に 乗せ 、 舟 べり の 下がり 方 を 測 
定 し て ゾウ の 目 方 を 計っ て みせ た , と い 








ゾ ッ の 脳 は 約 5 キロ あり 、 他 の 有 串 類 
に くら べ て ずば抜け て 大 きい 。 し た が っ 
て , ゾウ の 生活 の な か に お ける 知能 の 働 
き を し の ば せる いく つか の 行動 に は , 多 
少 の 根拠 が ある と 考え られ る 。 傷つい た 
も の へ の 助け あい な ど が 見 られ る の だ か 
ら , 今度 の 行動 に つい て も , そう 考え る 
こと が で きる だ ろう 。 

これ まで の 自然 の 実態 に よれ ば , ゾウ 
に 関し て これ 以上 は 論じ きれ な い 。 た 
だ , 今 ま で 想像 され て いた より も , 人 間 
に 近い 喘 乳 類 に お いて は , 精神 の うえ で 
も , 人 間 の 精神 の 働き に 近い も の が ある 
と 思わ れる 。 

し か し , そこ に は ^ 種 の 独特 の 世界 < 
が 存在 する 。 し た が っ て , 人 間 の 人 間 的 
な 方 法 で は , 直接 的 に 解明 され に くい も 
の が あろ うし , その 解明 の 方 法 と し て 従 
来 と られ て いた , いわ ゆる 実験 的 な 方 法 
で は , な か な か は か り しれ な いも の が あ 
る と 思わ れる 。 こ れ ら の 実態 すら ゃ , 今 
か すか に か いま 見 られ て いる に すぎ な い 
の が だ 。 

その 解明 の た め に は , 野外 で の か れ ら 
の 生活 を 知る の が な に より な の で ある 
が 、 狩猟 な ど で か れ ら を 圧迫 し つづ け て 
きた 過去 の 歴史 か ら , よう や く 保 護 策 な 
ど を と っ て , 接触 を 可能 に し て きつ つ あ 
る の が 、 現在 の 状況 と いう と ころ な の で 
ある 。 

か れ ら の 精神 の 世界 の な か で , 死 が ど 
の よう に 受け と め ら れ て いる か に つい て 
は , これ か ら の 調べ が 必要 で ある 。 そ れ 
は と も か く , 死に つい て も な ん ら か の 行 
動 な り 、 かれ ら な り の 世界 の ある こと 
を , 最近 の , と くに 高等 な 喧 乳 類 の 種 の 
実態 は 示し て いる の で ある 。 画 (O) 


すい 挟 表 


う 伝 説 が ある 。 だ が これ は , ベト ナム 地 
方 か ら 貢 物 と し て 送ら れ て きた ゾウ で 
あろ う 。 

巨大 な ゾウ の 形 は , 古代 人 に と っ て ま 
こと に 強烈 な イメ ー ジ を 与え た の だ ろ 
う 。 だ か ら 「 像 」( す が た ・ 形 ) と いう 
こと ば は 「 象 」 と まっ た く 同 系 で ある 。 

さら に 様子 の 「 様 」yiang ( す が た ・ 
形 ) と いう 語 も ,「 象 」ziang の 語頭 が 
変化 し た も の だ と いわ れ て いる 。 

古代 人 は ゾウ を 飼い な らし た らし い 。 
「 入 」 と いう 字 は ,「 爪 」( 手 の 意味 )+ 
「 象 」 か ら な る も の で , 人 が 手 で も っ て 
象 を 調教 し て いる こと を 表わし て いる 。 
「 手 を 加え て し つけ る 」 と いう 意味 か ら , 
作為 の 「 為 」( す る ・ な す ・ な る ) と い 
う 抽 象 的 な 意味 に 変化 し て きた こと ば で 
ある 。 画 











の 多い 乾燥 し た 地 帯 に いて 、 


岩 独 目 7 か 74co77e 


生理 (いわ だ ぬき ) 日 と し て まとめ られ て 


いる この 動物 は . 動物 学者 以外 に は あま り 知 は 健史 な も の で ある 。 曹 や 葉 , 樹 度 と い 

られ て いな い 小 型 の 有 踏 (ゆう て い ) 類 で あ きわ め て 織 維 質 の 多い も の な の で 、 喝 の 部 
る . この 動物 は 、 大 き さ が ウサ ギ く らい で . の よく 発達 し た 弄 腸 の な か で 、 

し か も マー モッ ト に 似 て いる の で , 長い こと リア に よる 後 消化 作用 を 受け る 

北 歯 (げっ し ) 類 と し て 分 類 さ れ て きた が . 成体 の 歯 の 数 は 34 本 で , 顔 半 分 で みる 歯 式 
現在 で は , 形態 学 的 に みて 奇 踏 ( き て い ) 日 は , 門 歯 1/2. 大 歯 070, 前 臼歯 ( 

に も っ と も 近い も の と され て いる 。 また. 進 し ) 4 /4 、 円 歯 3/3 で ある 


化 の 系 統 か ら み て . 長 見 (ちょ う び ) 日 と の 本 は 絶え ず の び つ づけ て お り . 
か か わり も 深い 動物 で ある と され て いる 

等 路上 1 で あり な が ら .、 前 肢 (ぜん し ) の 指 
が 4 本 と いう 偶数 の バク と 同じ よう に ., 岩 独 
日 も 前 肢 4 指 、 後肢 3 指 で ある 。 

か ら だ は 細長 く .、 尾 は ほとん ど な く て . 中 
肢 ( し し ) も あま り 長 く は な い 。 首 が 太く て ., 
か ら だ の わり に は 大 き な 頭 を し て お り 、 まる 
い 耳 に は まばら に 毛 が は えて いる 幅 ( あ し 科 
【 足 の 地面 に つく 部 分 〕) は 細長 く て 、 つめ は . 
後半 (こう し ) の 内 側 の 指 に だ け . 少し 曲 が 

> た の が ある の を 除い て は , 小さ な ひ づ め の 
よう な つめ が 指 に つい て いる 


ィ ワ ダ タダ ヌキ 類 は 、 アフ リカ と 西 ア ジ ア の 岩 


歯 類 と よく 似 て いる 点 で ある 


イワ ダ ヌ オキ 科 

















イワ ダス ヌキ 科 キ テン ハイ ラ 


草 泊 の イワ ダ ヌ キ と も いわ れる よう ぅ 


| 岳 地 帯 や 平野 の サッ 
旦 行 性 で ある 


ア (0 の た AA/ た だ が 7 ダ ザー リオ 7 


呼ば れ 、 ま た ヒ ヅ メ ウ サギ と も いわ れ て いる 
が 、 ハイ ラッ クス と は ト ガ リネ ズミ を 意味 す 
る ギリ シャ 語 の ラテ ン 語 化し た も の で ある 


般 に 電 燥 し た 地 か に 分 布 す る た め . 


ト の 門 歯 の 2 
この こと は 寿 


ト の 門 歯 の 断 





面 は 角形 を し て お り . 雄 の ほう が 雌 よ り も 
発達 し て いる 。 下 の 門 歯 は 上 より 小さ く て 前 
へ 傾斜 し 、 歯 の 上 結 部 は 深く 切れ こみ 3 な い 
し 4 葉 に 分 か れ て いる (〔 注 1 ) が 、 その 歯 が の 
び つ づけ る こと は な い 。 大 歯 は 乳歯 の うち は 
ある が 、, 成長 と と も に 完全 に な く な る 

ィ ワ ダ ヌ キ 類 に は , - 定 の 交尾 期 は な い が 、 
妊娠 期間 は 7.8 か 月 で 2 一 4 匹 の 子 を 生む 
成長 の すす ん だ 状態 で 生ま れる た め 、 生後 2 
日 で か た い 食 物 を 食べ た り 、 活動 も で きる 





この 動物 は .、 か ら だ じゅ う 和 朱 らら か いふ さぶ ふ 
さ し た 毛 で 包ま れ て いる が 口ひげ や まつ毛 
は 、 - 種 の 触覚 器 と な る 剛毛 か ら で き て いる 


涯 理 日 は イワ ダ ヌ キ 科 の み で ある 





イワ ダ ヌ キ 科 ocgozzdee 


イワ ダ ヌ キ 科 は 3 つの 属 に 分 か れ て いる 
キノ ボリ ハイ ラッ クス 属 、 キテ ン ハ イラ ッ ク 
ス 属 、 お よび ケ プ ハ イラ ックス 属 で ある 
実際 に は 、 イ ワダ ヌキ 科 の 動物 は 一 様 に イワ 
ダ ヌ キ . また ハイ ラッ クス と 呼ば れ て いる 


ェ ノ リノ ハハ イラ ス 

ェ ドリ ハイ ラッ クス 属 。 

えさ を 揚 し に 降り る 以外 は 

も っ ば ぱ ば ら 木 の 上 に いる イワ ダス ヌキ て ある 43 一 1 


つが いて 生活 し て お り 、 夜 行 性 で ある 。( 右 
ア / g/ 7 の Y 





キノ ホリ ハイ ラッ クス 属 了 ) 菅 肛 
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長 見 目 選 。2oscz/eo 


長 見 (ちょ う び ) 日 に 分 類 さ れる 貴 乳 ( ほ 
に ゅ う ) 動物 は 、1 科 2 属 2 種 〔 注 2 ) で あ 
る 。 か つて は , と この 目 に 含ま れる 。 た くさ ん 
の 実に きま ざま な 形態 を し た 動物 が いた が 、 
2 種 を 除い て は 絶 減 し て し まっ た 。 す で に 減 
ひ て し まっ た いく つか の 科 の も の は 、 人 類 が 
原始 人 と し て 生活 し て いた 時 代 に は 生存 し て 
いた も の で ある 。 その 例 と し て . シベ リア で . 
何 万 年 も の 間 氷 漬け と な っ て いた マン モス の 
死骸 が 、 完 全 な 変 の まま で 発見 され て いる ( 昌 
3 )、 そ の 厚い 羊毛 の よう な 毛 に 包ま れ た マッ > 
モス は 、 巨大 な 曲がっ た き ば を も ち . 記 ま 
で の 高 さ は 3.5 メ ー ト ル も あっ た 

現存 し て いる 2 つの 種 は アジ ア と アフ リカ 


と に いる , いわ ゆる “ゾウ ” で ある 
ソウ 科 万 e7 が 727777c 


ゾウ 科 に は , アジ ア に 生息 し て いる エレ フ 
ァ ス 属 と 、 ア フリ カカ に いる ロク ソ ド ン タ 属 の 
2 つの 属 が ある 。 そし て . それ ぞ れ の 怖 に 、 


アジ アゾ ヅ ウ (イジ ド ヅ ウ と も いい ゆ われる) と 


ゾウ は , アフ リカ で は , 熱 告 地方 に いる 。 





ッ リ カ ソ ゾウ と いう 種 が 分 類 さ れ て いる 
ます , 2 つの ゾウ の 共通 する 性 質 を 述べ て 
それ か ら , アジ アゾ ウ と アフ リカ ゾウ と を 。 


それ ぞ れ に 述べ る こと に し よう 
も っ と も 大 き な 地 上 の 動物 


ゾウ は . 陸上 に 現存 する . も っ と も 大 きく 、 
も っ と も 体重 の 重い 動物 で ある 。 そし て , よ 
< 動く 長い 算 と 、 2 本 の きわ め て 発達 し た き 
ば (は この き ば は 上 あご の 門 歯 な の で ある )〕 
を も て いて 。 その 次 と いい その 名 まえ と 
いい われ われ に も っ と も な じみ の 深い 動物 
て ある 

か ら だ は 、 太く て 短く . 首 も た い へ ん 短い 
が 、 頭 部 は 大 きい 。 四肢 (し し ) は 長く て 村 
の よう で 中 (あし ) の うら は か た い 移 質 で 
で き て いて 平ら で ある 。 それ ぞ れ の 中 に は ., 
3 つか ら 5 つの 、 木 靴 の よう な 形 の ひ づ め が 
うい て いる 

ゾウ の 特徴 は な ん と いっ て も 、 その 上 鼻 で あ 
る 。 と れ は 。. 鼻 と 上 く び る と が いっ し ょ に 
の び て 、 し か も くっ つつ いた も の で 、 上 鼻 の な か 
に は つけ 根 か ら 先 端 ま で 2 つ に 分 か れ た 管 
(鼻孔 ) が 通っ て いる . アフ リカ ゾウ で は 、 算 
の 先 は 上下 2 つの 突起 に な っ て いて , も の 
を は さむ 感じ な の に 対し て , アジ アゾ ウ で は . 


ト の 突起 だ けが あっ て . いう な れ ば くる む 4 よ 』 





アジ ア で は ., 南東 の 森林 に すん で いる 





うな 感じ で 鼻孔 を し っ か り と ふさぐ 


この 上 中 の 働き は 万 能 で 、 に お い を か ぐ の は 
も ちろ ん , も の に さわ っ た り , つか ん だ り 、 
と いう こと を 同時 に 行なえ を る 。 こ の よう に 自 
由 自 在 に 動か せる の は . つけ 根 か ら 見 先 に か 
け て 、 前面 に 沿っ て 縦 に 走る 筋肉 組織 と 、 見 
の 裏側 の らせん 状 の 筋肉 組織 と か ら で き て い 
る か ら で , 強く て し か も 柔軟 で ある 。 これら 
は 、 団 骨 化 し て い ず , 約 4 万 くら い の 小 さ な 
筋 織 維 の 集合 か ら 成 り 、 そ れ ら の 伸縮 に よっ 
て あら ゆる 方 向 に 動か せる ば か り で な く , 
ュ ッ と 短く 縮め る こと も で きる 。 上 鼻 の な か に 


/ カ ソ ウ 。 長 鼻 目 プ ゾウ 科 ロ ク タ 司 
長い 鼻 が ゾウ の シン ボル 

よく 動い て 人 間 で いえ ば 手 の 役 目 を する 
鼻 は 4 万 本 くら い の 筋 繊維 束 で で き て お り 
軟 衣 が ある わけ で は な い v 上 
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いる か ら 、 1 本 1 本 の 指 を 動か すこ と は で き 

な い 。 指 先 に は 、 小 さく て が ん じょう な . 幅 

うめ が ある 。 ひ づめ は . アジ ア 

“は 前 中 (ぜん し ) に 5 つ , 後 目 に 4 つ 

フリ カ ゾ ウ で は , 前 上 に 4 な いし 5, 
いし 4 つが ある 。( 注 4 

よう に だ ら り と た れ で て で て おり, 先 

て つや の ある 大 か た い 毛 が 、. 


て いる 


4 本 し か 使わ な い 昌 歯 


歯 式 は 、 成 貞 の 片 個 の あこ て 、 門人 
大 歯 0/0、 前 臼歯 ( き ゆ うし L 


3/3 て ある 


ト - あ ご の 門 歯 は いわ ゆる き は 


> 弾力 性 、 
繊 維 の か ら み あっ た 構造 カ 


ぁ え ず の び ひ 


た 歯 て は な い 


ば の 特性 は . 


/ ア 7 アア 7 た 77 た 


アガ が (0 用 7 が た 7ー ア 777777) た た 47 た だい 





長い き ば は . 湖沼 地帯 [た と えば ビク トリ ア 
湖 〕) の アフ リカ ゾウ で 、 記 録 さ れ て いる 最大 
は 2 本 と も 3 メー トル 以上 , 重 さ は 101 キロ 
と 103 キロ で ある 。 一 般 に は ,. アフ リカ ゾウ 
で 1.5 メー トル 20 キロ 。 ア ジア ゾウ で 1 メ 
トル 5 一 10 キ ロ と いっ た と ころ で ある 
き ば の 門 歯 を 除く と 、 歯 は 臼歯 (きゅう し 
の 合計 12 本 し か な い 。 けれども. 
歯 を も 一 度 に は 使わ ず . 上 下 左 石 あ わせ て 、 
同時 に 4 本 し か 使わ れ な い 。 し か し . 1 本 ず 
う 順 に 成長 し て , 使わ れ て すり 減る と .、 また 
その あと か ら の び て き た 次 の 新しい 曰 歯 が と っ 
て か わり . 前 の 歯 が 減 っ つて くる と 次 の 歯 が 出 
て くる の で . 全部 で 8 本 の 歯 が 使 われ て いる 
- と も ある ( 注 6 〕。 減 っ た 昨 歯 の 表面 の 形 は . 
草食 動物 の 特徴 を あら わし て お り . 
ウ で は 平行 に 板 を 並べ た その 切り 品 の よう に 
ァ フ リカ ゾウ で は 開 形 の 模様 を 並べ た よう に 
植物 を すり つぶ す 役 日 を し て い 


その 少な い 


の メッ 


た づつ ME 


ァ ヵ ゾ ウ の 群れ 。 
7 と 水 と は 切っ て も 切れ な い 
と に か 〈 水 が 好き て 必要 で ある 
1 純 に 1@⑩9 リ り トル も の 水 を 飲み 
また 。 水浴 を 楽し む 。 泳 で の も うまい 。( 中 
アー WW) た AS 77 の 7 た 用 の 7 の 








る 。 こ ん な に 少な い 歯 の 数 で も 、 歯 は 大 きい か 
ら 、 口 の な か が すき まだ ら け と いう こと は な い 

成 油 に な る 以前 は , 乳歯 が あり . それ も 
や は り 4 本 す つ 3 回 に 分 け て は え か わ り ., 最 


後 は 、 3 歳 く らい で 使い つく され て 抜け る 


ゾウ の 頭蓋 ( ず が い ) 骨 は 大 きく 、 
ある が ., 重 さ は さほど で な い 
頭蓋 を つく っ て いる 骨 の な か が 冠 旭 に な っ て 
いる か ら で あ る 。 そ こ に は 多く の 空洞 が あっ 
て に 。 それ が た が い に つ な が りり 合っ て いる 
の 今 気 現象 は . ゾウ だ け の も の で は な く ., スイ 
ギ キュウ な どの 頭蓋 表 の 大 き な 動 物 に み ら れ る 

ゾウ の 脳 は 、 現 存する 陸生 の 貴 乳 ( ほ に ゅ 
う ) 類 の な か で . も っ と も 大 きい 。 し か し . 
脳 の 重 さ と か ら だ の 重 さ と の 比 は ,、 サル に も 
ヒト に も 及ば な い が . 脳 の 大 き さ と . 
利口 さと は 、 無関係 で は ある まい 

ゾウ も 、 イ ヌ と 同じ よう に か ら だ に 汗腺 (か 
ん せん ) が な いか ら . 水分 を 蒸発 させ て ,. か 


答 積 も 
と いう の は 、 


ゾウ の 


ゥ ッ の 鼻 は 人 間 の 手 に あたる 


150 キ ロ ほ ど と 食べ る 
上 < ナー カ 
ヽ る の て ある 「 
7 77 7 が の NYC す V7 た さ 


ら だ の 熱 を 下げ る の は , ロロ で や る し か な い 
し か し ., 日 と 耳 の 間 に . よく 発達 し た 度 膚 腺 
( ひ ふ せ ん ) が あっ て . ゾウ の 竜 の まま に 分 泌 
(ぶん ぴ ) 物 を 押し だ すこ と が で きる 。 この 分 
泌 物 の に お い は . 発情 期 に は -- 応 強く な っ て 、 
相手 を 捜し て 、 つ が い を つく る うえ で 重要 な 
役割 を 演じ て いる と いわ れ て いる 


訓 代 の 戦車 


古代 人 は , ゾウ が いか に 役 だ つ か を すでに 
知っ て お り . エジプト 新 土 朝 ト トメ ス 3 世 は . 
紀元 前 1464 年 に シリ ア の 地 に お いて アジ アゾ 
ウ を 狩っ た こと が 記録 に あり . 当時 の エ ジ ブ 
ト の 介 の 彫刻 に も アジ アゾ ウ が 刻ま れ て いる 

と に か く 、 ゾ ウ の き ば は . エ ジブ ト 王 国 の 
各 時 代 を 通じ て 、 ナ イル 地域 の 住民 を は じ め . 
も っ と 上 南 の 黒人 や 、 エ ジ プ ト に 従属 し て いた 
西 ア ジ ア 地 域 の 人 びと が . ファ ラオ 〔 エ ジブ 
ト 王 〕 に 支払 う 年 貢 の な か で も きわ め て 重要 
な 品 で あっ た .。 歴史 の 各 明 期 に お ける 上 エ ジ 
リト 〔 ナ イル 有川 上流 〕 の 第 1 土 朝 の 首都 は . 
ナイ ル 川 の 島 で 今 の アス ワン に 面 し た と ころ 
に あっ た 。 の ち に ギリ シャ 人 も ロー マ 人 も ., 
- こ こ を ゾウ の 島 ” “ゾウ の 町 7 と 呼ん だ が , そ 
れ は 古代 エ ジ ブ ト 人 が 《 ゾ ウ の 島 と 旬 省 の 有明 》 
と 呼ん で いた の を その まま 翻訳 し た も の 

紀元 前 5 世紀 の . ギリ シャ の 歴史 家 へ ヘ ロ ド 


トス は ゾウ に . 雄 ウ シ を 意味 する フェ ニキ 


ア 褒 や ベ ヘ プ ライ 語 民 基づい ゆい で 。 エ レフ ブフ ァ ネス 
LElephas] と 名 づけ た 最初 の 人 で ある .。 また 、 
最初 に ゾウ を 戦闘 に 使っ た の は 、 アレ キサ ン 
ダー 大 王 と 戦っ た , 
だ まろ だ 。 上 【 注 77 


ベル シャ キモ の ダリ ウス だ 
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どり スト ド テ レス は ほ は 。 ア レキ サザ サシ ダー 内 導 か カ 


連れ て 帰っ つた 


ゾウ を 見 て 、 実に 正確 に 観察 し 
) 上 時 

戦争 中 か ら 、 ゾウ は 
ぐも 使わ れ だ し た 【 注 8 


いる 。 それ か ら 300 年 ほ ビ あと い 


る と も し れ な い カ ル タ 


田 に ツ 0 カル タタ 


] の 人 た ち は . 西 ア シ アタ や イン ド か ら エ シミ 


ト に 伝え られ て いた 象 使い の 方 法 を 習得 し て 


お り 、 巨 大 な け も の を 仕込 む 和 名 人 と いわ れ 』 ヵ 


/ ウ に 了 堅 甲 を 着せ 


ィ ン ド に は 象 兵 が お り 、 


き ば に は 鋭い 刃物 を つけ 、 象 兵 が 左 石 


従っ て , 戦場 に 向かっ た と いう - 竹 の 戦車 


# ナ だ が 、 戦 闘 状 態 に 狂乱 【 


の 役 日 を させ た わ 
敵 味 廊 の 区 別 な く あ ば れ だ し て 、 う まく いか カ 
多かっ た らし い . ヨ ャ ・! 


使わ れ て い ヵ 7 


な WV いで とう 
マ 時 代 に も 戦闘 用 と 【 
時 代 は 新 し ・ 
現在 の タイ 


ある な る が . 江戸 時 代 の は し L 


め 、 シャ ム で 日 本 人 の 山田 長 





砂 煙 を あげ て 走 2 

> は 有 て ら は 静 い か カ ヵ 
| の > て た け 
銃声 - ナ て 7 
1 の 6 E タ 


政 か 、 内 戦 に ゾウ を 使っ て 勝っ た こと が 知ら 


水 を 求め て 幾 千 時 


ゾウ は . 生活 の 場所 と し て と くに 森 を 好み 、 


必ず 水 の あ る と ころ に 群れ を つ て いる 


し か し . 東 ア フリ カカ の キリ マン ジャ ロ の 4000 


ー ル 付近 で も 足跡 を 見 る 
ご は な 舟 い 距離 を 移動 ! 
凍 人 、 動物 だ か ら 、 ] 年 の う ち 何 か 月 か は あ 


まり 木 の な いび 平原 、 果実 の ある 茂み イグ サ 


- と か が ある 


住 し て いる わけ 





や アシ し か は えて な し 沼沢 地 な ど に も いる 
ソウ に く て 豊 語 な 水 が 必 要 な の は 、 沼 き 

を いや す と と も に ., 寄生 する 中 を 洗い 落 d 

ナ ] 析 - さ を 防ぐ と い ナ - と で 、 し さ / 

の 水 を か ら た だ た に か ける た めで ある ウ が 水 


を 転 む と き は . 


に 


度 鼻 に 吸い こ 


れ て ふ 


か が な 
川 か ら 川 ・ 


その 


ウ が た 


う < 


小 


た い 7 
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( よ 、 


) 
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に こ は な らら ない 
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/』 ロ 
召 か ! 
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よう な 状態 7 


N 5 


め る の は # 


1 


さん いる と 


お いて 、 





それ か ら 鼻 先 を 


の で ある 。 そ ( 


7) 上 
) は 


) に 


/ ウ は 、 水 場 か ら 水 場 へ 


沼 へ と 移動 ! 


か ら 、 
か し い 


い 一 定 の 男 囲 を 回 


狭い 山道 


人 : 


食べ 物 の ある 処女 


が : 


ある 
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/ 
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よ ] 時 


は 15- 
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林 
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i 中 ア 
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チ 40 且 ( ょ 


その 尼 場 所 


娘 


ソウ の 移動 は 、 


に いる が 、 
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[ 二 
) 


の ウ み 計 の 訪 寺 まだ 


実際 に は か な り 敏 兵 
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を 左 石 の 肢 に 移し な が ら 進 む 側 対 歩 「 そ く た 
い ほ ) で ある 

四肢 (し し ) が 大 地 に 接する 足 の うら は . 
よく 発達 し た 弾力 性 の ある 筋肉 質 で ある ゾ 
ウ は か か と まで を 地面 に つけ る 蹴 行 性 で は な 
いか ら . 指先 の 骨 の 先 の ほう だ けが 地面 に つ 
く 部 分 と な っ て いる が . 体重 は 足 う ら の 弾力 
性 ある 筋肉 質 の 部 分 全体 で ささ えら れる た め 
に 、 単 純 に 指 行 性 で ある と も いい きれ な い 

大 き な か ら だ だ が . け わ し く 切 り た っ た 傾 
僅 面 を よじ 登る の は うま い 。 し か し 、 降り る 
の は 体重 が 重い の で むず か し く 、 前 の め り に 
な ら な いよ うに 、 ひざ を 折っ て . 腹 を 引き ず 
りな が ら 用 心 深く 降り る 

ゾウ は 泳ぐ の も ,. も ぐる の も うま いし . 大 
好き で ある 。 また , 上 算 の 先 だ け 水 の 上 に 出し 
て も ぐっ て いる こと も で きる 。 流れ を 渡る と 
き な ど . 母 ゾ ソウ は 子 ゾ ウ の か ら だ を 上 鼻 で 失 い 
て や り 、 も う 少 し 大 きく な る と 背 に 乗せ て 
対 居 に 連れ て いく 

ゾウ の 声 は 大 きく 、 ラ ッ パ を 吹き な ら す よ 
うな 音 に 、 変 化 を つけ て 感情 を 表現 する .。 満 
足し て いる と き に は . の どか ら 押 し 殺し た つ 
ぶ や く よ う な 音 か 、 上 鼻 か ら の 鋭い 叫び と な り 、 
恐怖 の と き は 、 胸 の 興 か ら 高 い 叫 び 声 を 出す 
お こっ た り . 傷 つい た と き に は し わが れ 志 で 、 
何 か に 級 われ た と き に は トラ ン ペ ッ ト を 吹く 
よう だ し . と き に は ほえ る よう な 声 を 出す 


食事 は 1 日 150 キ ロ 


ゾウ は 群れ の 生活 を し て いる が 、 1 家族 あ 
る い は いく つか の 家族 が 集まっ た も の で ある 
雌 と 子 が 集団 の 中 心 を つく り 、 雄 の 集団 が そ 
の まわ り に いる 。 群れ の リー ダー は 幅 で ある 
〔 注 9 )、 群 れ は 15 一 20 頭 で 、100 頭 に も な る こ 
と が ある が 、 先頭 は 必ず 雌 で ある 。 危険 な と 
き に は ., 子 ゾ ソウ は 母親 の 腹 の 下 に も ぐっ て し 
まう 

ゾウ は 、 著 い 午 前 10 時 か ら 午 後 3 時 くら い 
まで を , 寝 こ ろ が っ た り 、 眠っ た り し て いる 
1 日 の 睡眠 時 間 は 、 平 均 3 時 間 ほ ど で あ る 
眠る の は 大 部 分 は 横 に な る よう で ある が 立っ 
た まま の こと も 多い 。 とにかく 太 陽 に いつ も 
直接 照り つけ られ て いる と 、 脱水 作用 を 起こ 
す の で 日 中 は 日 除 の 多い 森林 に いて 、 夜 に な 
る と 移動 を 始め る 。 雨 が 降っ た 涼し い 日 な ど 
は . 1 日 じゅ う 平 原 に 出 て 活発 に し て いる 。 

行動 の 目的 は 、 大 部 分 が 水 と 食糧 を 求め て 
で ある ゾウ は 草食 動物 で 、 植 物 し か 食べ な 
い が . その 量 は 非常 に 多く て . 1 日 に 150 キ 
ロロ ほど が 必要 で 、 ま た 水 も 1 日 約 100 リッ ト 
ル 飲 むか ら 、 1 日 の うち 8 時 間 以 上 も 水 を 飲 
ん だ り ., 食べ た り に 費やす と いう 報告 も ある 


アフ リカ ゾウ の 死 。 セ レンゲ ッ テ チー 国立 公園 

ゾ ゥ の 最期 は , 群れ を 離れ て ひそ か に 死ぬ と 

考え られ て いる 。 し か し これ は 、 群れ が 

死ん だ 幅 を 囲み . リー ダー が 肢 や 鼻 て 

押し て いる 珍し い 写 真 で ある 。(43 一 10、 11 
pg) 7 の AS7 CNZZWC 7 た 744Z7Y だ (770 た 7N( 








アジ アゾ ウ と アフ リカ ゾウ と の 悦 い 











か ら 急 に お ち て いる 


5-7. ョ コー 人 


- _| 胸 と 騰 の 
青 中 の 形 | 2 か 所 が 高い 





頭頂 部 に 2 つの | 
コブ 状 の 職 起 


小さ く 四 角形 


頭頂 部 は 平 提 


大 きく 三角 形 





ト 部 に の み 突 起 | 見 の 先端 ト 上 下 に 突起 








短く 、 雄 の み 
外 か ら 見 える 


長く 、 雌雄 と も 
外 か ら 見 える 





た れ 下 が ら な い 





(前 肢 


朋 肢 5 
後肢 4 


食べ 物 の 内 容 は . 山地 で は . い ろ い ろ な 木 . 
本 の 葉 、 果 実 、 根 、 塊茎 (地下茎 の 一 種 )、 若 
芽 、 木 の 皮 、 草 な ど で あ る が 、 平原 や サバ ン 
ナ で は . 植物 の 種類 は ご く 限 られ て お り 、 イ 
ネ 科 の 草 ば か り で ある 。 乾期 に な る と 平野 で 
は 草 が 少な く な る か ら 、 ソウ は 果実 と 根 を 提 
し つづ ける 。 困る の は . 飲ん だ り 浴 び た り す 
る 水 で 、 最 悪 の と き に は 。 泥 だ ら け の 沼地 に 
身 を 沈め る こと も ある 。 とき に は . 夜 、 菜 園 
に 踏み こん で 荒らす こと も ある 

し か し . 大 き な か ら だ を し て いる が その 
行動 は 控え めで 用 心 深 い 。 朋 病 で 、 他 の 動物 
と 出会え ば 避け る し 、 決 し て ゾウ の ほう か ら 
艦 いか か る こと は な い 。 ま た 人 間 に 対 し て も . 
敵 と し て の 対し 方 を し な い , あたたか い 動物 
の よう に みえ る 。 人 間 に と っ て みれ ば 、. 日 常 
の 内 を と る 狩り の 対象 に は な ら ず 、 飼 育 され 
に くい こと か ら , 憎め な い 姿 を し て いる に も 


が シ ジン ア ジマ 
アジ アゾ ヅ ウ は アフ リカ ゾウ より も お と な し ふ ぶ 
か ら だ つき も 違う カ 
こう し て 水 を 浴び て いる 次 に も 
東洋 的 な 思 庵 深き を 感じ し きせ て いる 。( 左 
アア 74CANON- ア が 770 だ S た イガ た だ 





前 股 


前 肢 4 一 5 
後肢 3 一 4 


ひ づ め の 数 





か か わら ず . ゾウ は お こり や すぐ く , 意地 の 悪 
い 動 物 だ と 信じ られ や すい と ころ が ある 

知能 の 点 で いう と 、 その 脳 の 重 さ な どか ら 
いう ほど に は 発達 し て いな いと し て も 、 利口 
で ある こと は まち が いあ る まい 。 貴 乳 ( ほ に 
ゆう ) 類 の な か で も 、 も っ と も 賢い 動物 の 1 
う 送 を めい 移 まる 


思う ほど と でない 仕事 量 


アフ リカ で は 、 原 住民 が 肉 や 象 擬 の た め に 
むか し か ら ゾ ウ を 狩っ て いる が 、 伝 統 的 な 手 
法 も 、 今 で は 鉄 に と っ て か わら れ て いる 。 イ 
ンド で は 家畜 に し よう と し て ゾウ を 狩っ て 
いる の で , 生け どり に する 。 その 技術 は 、 あ 
る 部 落 で は . 父 か ら 子 へ と 伝え る 職業 で あり 、 


それ が また 1 つの 家系 と な っ て いる 


イン ド で や っ て いる 方 法 は 、1000 人 くら い 
の 人 と 、 家 畜 に な っ て いる ゾウ と で . と き に 
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は 何 週間 も か けた 狩り だ し を し 、 


野生 の ゾウ の 鮭 れ を 、 ク 


笠 り だ し た 
ダネ と た いう 末 T つ 
> た 囲い の 中 に 追い こ 』 


か せ を は め て 、 森 へ 連れ て いく 


〔 注 10}j。 そ こ で 足 


- か ら 家 畜 と し て の 訓練 が 始ま る わけ で 
ある 。 森 の な か で , ゾウ を じょう ぶな 鎖 で 木 
に 結 び つ け ,. 人 に な れる まで つない で お く 
な れ た と ころ て 人 鎮 か ら 解 放し . 飼 育 を 始め る 

じゅ うぶ ん 飼い な ら さ れ た と ころ で , 仕事 
に つく わけ だ た だ が. 人 が 思う ほど 大 き な 仕 事 が 
に きる わけ で は な い 。 足 の 構造 が つま 先立ち 


の よう て 安定 性 が な く . し か も 何 椎 (せき つ 


い ) 骨 が 作 つ きやすい の で た くさ ん の 荷物 
を 轄 ぶ の に は 向い て いな い 


質 


その うえ ., 神経 


テム 


むす か し いと ころ が ある 


し か し 、. 体重 の 4 分 の 1 に # 当たる 1 ト > 


の 荷 な ら 、500 メ ー ト ル く らい は 引っ ぱ ば れる 
も う 少 し 道のり の ある と ころ だ と 。 平地 で 0.5 


トシ ジ 、 坂 道 で 085 ト ジジ と いっ 捧 志 ころ ある 
あま り 重 い 荷 物 で な く 、 太陽 が ギラ ギラ 輝い 
て いす 、 そ れ ほ と 只 く な けれ ば 。 1 日 に 30 キ 
ロロ くら い を 歩い て いけ る 

家 益 に する 場合 、 子 ゾ ソウ か ら 育 て な いで 若 
い ゾ ウ を 生け どり に する と いう こと は 。 育て 
る 間 の 食 粒 や 手間 と いっ た 経済 的 な 問題 か ら 
に ある 。 若 ゾ ウ を 捕え て 飼い な ら す に は , か 
な り 絆 費 が か か る が 、. 機械 化 さ れ た 交通 機関 
の 使え な いと ころ で は , まだ まだ ゾウ の 労力 


が 必要 で ある 
幻 の ゾウ の 甘 


ノウ は 、 ほか の 動物 に くら べ て .、 形 み は す 
れ て 長生 きす る と 思わ れ て いる よう だ が 、。 守 
際 に は それ ほど で も な く . 人 間 の 寿命 より 短 
く 。 平均 で 30 年 ある い は 40 年 くら いで は な い 
か と いわ れ て いる 。 し か し な か に は 80 年 も 
生き た ゾウ も いる に は いる と いう 。 野生 の ゾ 
ウ の 死 般 は . めった に 見 られ な いと ころ か ら 。 


ゾウ は 長命 で ある と いう こと が いわ れ だ し た 








の か も し れ な い 
ャ ング ル て 生活 し て いた ヨー ロ 


ゾウ を 求め て , 36 年 間 も ジ 
パ の 学者 は 、 
生き た ジウ に は た くき ん 出会っ そい る が ., 死 
ん た ゾウ に は 、 伝染 病 に か か っ た 何 頭 か 以外 
に は た た の 1 頭 も 白骨 に な っ た の を 見 た こ 
こ か が か ない 、 と 述べ て いる 。 ゾ ウ の か か る 伝染 
作 の 疫病 に は 激しい も の が あり . 死亡 率 は 80 
0 ピン ッ ント と いわ れる 
象 半 を と る 人 びと は 、 ゾウ は 死期 の 近い こ 
こ を 感じ る と 、 群れ を 捨て て 自分 だ けが 知っ 
に いる 道 を 通り 神秘 に 包ま れ た ゾウ の 梨 場 
へ いっ て 、 祖先 や 仲間 た ちの 白骨 の な か に は 
いっ て 死ぬ の だ , と いっ て いた 。 そ し て また . 
長い こと この 話 は 信じ られ , た くさ ん の 象牙 
を 手 に 入れ た いと 思う 人 た ち に よっ て , 夢 の 
よう な ゾウ の 墓場 提 し が され た が , か つて 見 
0 っ た だ どど 志 ば な いま よ まう で ある 。 ぞ し で 、 ジジ 
ウ の 墓 は . まっ た く の 根 拠 の な い 伝 説 で ある 
と めい うこ と こと が わか っ た こと に な る 

/ ウ の 墓場 の 存在 は 否定 され て いる が , I 
か し , か と いっ て ゾウ は 死 な な いと いう わけ 
て は な いか ら . と こ か に 死骸 が ある は ず で あ 
る 。 他 の 動物 も そう だ が 、 ゾウ も 多く の 場合 
て し まい その 結果 
も の が 食べ られ な いと いっ た 状態 で 自然 死す 


歯 が かすり 減っ て な く な 


る こと は めった に な いで あろ う 

と すれ ば , 傷つい た り 、 才 奏し て し まっ た 
り で 、 群 れ か ら 落 何 し て 倒れ . ある い は 他 の 
動物 に 舞 わ れる .、 と いっ た こと で 死ん で いく 
も の と 思わ れる 。 そう し た 場合 本能 的 に . 
日 ころ 通い な れ た 水 場 の 近く や 、 あ るい は 、. 
仲間 や ほか の 動物 か ら 離 れ た , 森 の な か の 末 
か な 場所 で 息 を 引き と る こと に な る だ ろう 

> まり 、 孤独 の 死 で あっ て その 死体 は . 
鍵 常 の 替 い 気候 の も と で は . た ち ま ち 風 化し .、 
分 解 し て し まう だ ろう 。 ゾウ の 死体 は . この 
よう に あま り 人 の 目 に ふれ る こと な く , ジャ 

グル の 庶 深 くに 眠っ て いる は ず で ある 。 近 


年 、 年 問 死亡 率 な ども 調べ られ だ し て いる 
《 ゾ ウ の 墓 を 見 つけ た 》 


も う 1 つ 、 ゾ ウ の 墓 の 伝説 に つい て の 原因 
が ある 。 それ は , 14 世 紀 に 吊 ア フリ カ の コ 
ト ジ ボ アー ル . すなわち 象牙 海岸 か ら 、 ヨ 
ロッ パ に 向け て 象牙 を 積ん だ 船 が 出航 し て 以 


米 、 こ の 宝物 を 競っ て 求め た こと か ら 始 ま 


うま り , 象牙 を 求め た 人 た ち に よっ て , た 
くさ ん の ゾウ が 殺さ れ て いっ た 。 その 人 た ち 


は 、 自分 の と っ て きた ば く 大 な 量 の 象牙 を . 


《 ゾ ウ の 募 を 見 つけ た 》 と いっ て 。 さも ゾウ を 


殺さ な か っ た よう に みせ た と ころ か ら 出 て い 


る と も いえ る 


ね キ れ 
ろ け 7 
を と め る 


アア 74CASOY- ア 7 の 7 の た さだ 4 が (- 有 た 尽く 








エレ ファ ス 属 7e7 が 475 


家 影 アジ ツウ ん eS 77Y7770775 


スマ トラ お よび ボル ネオ と 。 ア ど の) カ 


Ne n」 
な り 広い 部 分 に すん で いる .。 低地 や 丘 陸地 の 





率 林 の な か に 群れ を な し て 生活 し て お り 、 
で 木の葉 や 草 な ど を 食べ て いる が 、. 雨期 
な る と 草原 や 農耕 地 な と に も 出 て る 


か ら た は , アフ リカ ゾウ より も 小さ いか 、 


ある 。 その うち ., 区 は 1.5 メ トル 、 尾 は 1.2: 


が りら 1.5. ダ トル ほこ と て ある 。 体重 は 大 きい 


も の で 5 ほど と だが. それ 以上 重い の も 

る 。 耳 も アフ リカ ゾウ は 三角 形 で 大 きい が 、 

それ に くら べ る と 、 中 角形 で 小さ い 。 ひ づ め ゅ 

は 、 前 中 (せん 【 - 5 つ 、 後 呈 に は 小さ い 
ヵ す オ 


ア 7 た VS7 が 7 すき V ア だ た いさ 








て た き い 
秩 ほ ベビ ピー ダー 導 


木 の 皮 を は く 
雄 と 


き ば は 、 木の根 を 掘っ た り 、 
と き や . あ るい は 交尾 前 に 雌 を 和 争っ て ., 
うし が 戦う と き に も 使わ れる 


前 肢 (ぜん し ) は . 肩 の と ころ か ら 独 立 【 
て 動く よう に な っ て いる が . 後肢 の 場合 は 、 
ひざ の と ころ まで 腹 か ら の 皮膚 に も ぐっ て お 


り リ 、 ひ さか ら 下 だ けが 独立 し て いる 。 中 ( あ 
し ) の 地面 に つく 部 分 は 椿 円 形 で 、 左 石 より 
も 前 後に 長い . 皮膚 の 表皮 は 薄く て ., 独特 な 


し わ を つく り だ し て いる 。 その 下 の 真 皮 は 厚 


く て 3 セン チ ほ ども ある が 皮下 脂肪 は な い 
短く こわ い 毛 が と ころ どこ ろだ が 、 全身 に 
わた っ て は えて いる 。 し か し . ほとん ど な い 


と 同じ で ある 。 目 の 周囲 、 く ちび ひる の 上 、 ト 


あご な どの も が 目 だ つ よう で ある また ,。 尾 
の 先 は 、 ふさ の よう に な っ た モ が は っ きり < 
は えて いる 。 くち びる の あたり の 白っぽい 毛 
上 カ ナ - 午 頭 ( ) 朋 を 
(こせ 区 し て あ 2 
わ ゆ る 指 乾 彡 を て 


アガ 7 た Nd が S 47. ア 万 7 の 


を 除け ば . あと は 灰色 か 黒 で ある 


ィ ン ド の バラ モン 教典 『 ベ ペー ダ 』 や . 仏教 
で は , 白い ゾウ は 神聖 な 霊 環 と し て 登場 する 
白 ゾ ソウ は , 白子 【 色 素 欠 乏 症 〕) で あり . 白い 


と いっ て も 灰色 だ が . 珍 しい ので 珍重 され る 

ゾウ の 成長 は お そい 。12 一 13 歳 に な る と 
殖 能 力 を も つよ うに な る が . か ら だ の 成長 は 
20 一 30 歳 き 年 間 数 セン ブチ 
ずつ 体高 が の び て い く 。 出産 は 、 ほ ぼ 4 年 に 
1 回 で 、 妊 娠 (に ん し ん ) 期間 は 18 一 22 か 月 


と アフ リカ ゾウ より や や 短い 





その 人 後 も 続き , 


ふつ う 1 頭 し 
か 出産 し な いよ うだ 。 生ま れ た 子 は 体高 90 セ 
群れ の 行動 中 に 生ま れる と 移動 
48 時 間 も す る と . 子 ゾ ウ は 群れ 
その と き は 体重 
ほぼ 6 か 月 で 離乳 する 
出産 は 9 一 11 月 の 秋 が 多い 

アジ アゾ ウ は 。,。 ア 
帝 化 し や すく , 実際 に いろ いろ な 仕事 に 使わ 
れ て いる 。 現 在 5 万 頭 以 下 と 推計 され て いる 


ンチ 余り で 
を や め る が . 
に つい て 歩け る よう に な る 
90 キ ロ ほ ど で あ る 


カリ カ ゾ ウ に くら べ て る ぅ 
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る さ 
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ロク ソト ンタ タ 属 /oxo/677 
アフ リカ ソウ 


/ovoo777 の 77C72】 


カ ど 
外見 人 責 単 に 見 # ナ られ / 
4 4 きき 
を # 士 、 ) 
る 絹 ] 年 起 が な 過 
根 # 紀 ( ) き て ヵ け 
の) 構 顔 は 1 } ト よ な | 
+ を 滑 見 の ヌメ 0⑦ う し 
ち を 捧 る な 柄 ド 
も は き ! 弄 いい は よ は 、 1 
ち / / よ 羽 の ) に 大 き な 
旦 ⑦) 耳 を いる が らら 。 | を 見 有 
川 が で き 
た き 本 1 | 部 ト 


テ 了 布 地 は アフ リカ の サハ ラ 砂 漠 以 南 だ が 、 


象 中 を 求め て 乱獲 され た 時 代 も あり , ま 


ム 


を 消し た 地域 も ある 。 現在 も な お 多く い 


る の は , キ どか ら ス ダク 回 / ア ま 
の 熱帯 アフ リカ . すなわち 北緯 17 度 と 南緯 
7 度 と の 問 で ある 。19 世 紀 末 に は 数 百 万 頭 い 
と いわ れる アフ リカ ゾウ も , 現在 で は 数 -| 


り 頭 ほど と と 推 定 さ れ て いる 


よ 黄 補色 か . 赤み が か 


ア の 4 ア / イ 





し , そ れ に は 4 な いし 5 つの ひ づ め が あ っ て . 
足 の うら は ほぼ まる い 。 後 中 (こう し ) の ひ 
$ め の 数 は 少な く て . > の も の も 4 つの 1 
の も あり . 足 の うら の 形 は 椿 円 肛 を し て いる 
ふさ 状 に な っ た , 小さ い 毛 の か た まり が 首 
に は えて お り , 胸 と 腹 に も 何 本 か の まばら な 


黒 福 色 の 50 セ ンチ 余り の ふさ 毛 が 下 が っ て い 


る 。 濃い 青 灰色 の 皮膚 は .、 しわ だら け で 、 そ の 
が 売 ほ だ だ り 志 志 選 札 で 。 よく 時 な っ で いる 
アデ プリ カカ ゾウ み ば は ば 。 アジ アゾ ソウ に くら べべ で 剛 


上 条 だ と いわ れ て いる が 、 
か し ., 確か に アシ 


ら な い 。 し L 


日 常 的 に 家 益 化 さ れ た 


に は 使わ れ て いな い 
ウ と 人 間 と の 関係 は . 
ぅ うま いと いう その 了 肉 を 求め て 狩 ら れる 間柄 て 


あり 、 





の の 
胡 を 背景 と 


その 親しん 


動物 園 に 似 合 


アジ アゾ ウ は , 


て . 草原 ( 


だ 環境 の な か 


3 動物 な / 


上 厳密 な と ころ は わか 
アジ ジ ツウ の よう ③ う に 
- こ と は な く 、 軍 用 以外 
げ れ ご ども, アフリ カジ 


ぞう げ 


象 定 と , 牛肉 の よう に 


訓練 で 飼い な ら さ れ て 


ろ 
と る 
よ て いる 


アル た N SN7Z が 7 アル た ささ 


きた と いう 大 き な 條 い が ある だ け 概 に 


凶 人 だ と は いえ な い だ ろ う 。 動物 園 で た くさ 


ん 伺わ れ て いる が , イ ト ゾ ウ に くら べ て ょ と 


問 導 が 起 ) 


に いる と も 思え な い 


や っ ぱり お と な し い ゾ ウ 


ゾウ は , どこ の 国 で も 動物 園 の 看板 娘 で あ 
る 。 自 鍛 の 広大 な 環境 か ら 連 れ だ され て 、 狭 
いと ころ に 押し こめ られ て いて も 、 
は お と な し くし て お り ., 
うこ と も 聞い て . また 

扱い が 悪かっ た こと は よく 覚え て いて , そ 
- と を 聞か な いこ と も は よ 
信 体 的 に みて 、 
イィ ヨ ウ な どの 有 踏 類 に くら べ て 、 


ト な 感覚 と , 


だ いた い 
隠 や か で 飼育 係 の い 


SE 


の 人 が くる と , いう 


ある ゾウ は ヘラ ジ カ や し 
むし ろ 和 危険 
利口 さ 、 


愛さ れる 動物 で ある 


が 少な く . その デリ ク 


や さ し い 性 格 か ら 、 


モモ まれ た て の ウゥ は, 体高 90 セ 

体重 99 キ ロ ほ ど で て ある 

写真 の よ 母親 の 胞 の 下 に も ぐっ て は 
鼻 か ら で は な 〈(, 口 て 乳 を 飲む 


ア 77 7 の 77 が SA) アガ 7777 だ た さだ す が (0 7 た だ 





水 を 浴 び る アフ リカ ン ウ 
よ 〈( 鼻 か ら 水 を 飲む と 思わ れ が ち だ ヵ 
そん な こと は な い 度 鼻 ( 


吸い こん で か と 
ロロ の な か に ふ 、 


清潔 に し た り 。 


NN 
ば り 
ーー 
に <】 


きだ す の て ある K: 谷 は 。 か と 
体温 調節 の た め 。(43 一 20 
ア / た 名 ) 
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ーー 一 カラ ー ペ ー ジ 解説 


ゾ ソウ の 進化 


ファ ユー ム 盆 地 の け も の 


カイ ロ の 南 お よそ 100 キロ , ナイ ル の 
谷 の 西 に ある ファ ユー ム 盆 地 は 、 始 新 世 
か ら 瀬 新 世 の 路 乳 動物 化石 の 産地 と し て 
有名 で ある 。 お も し ろ い こと に , その な 
か に は , ゾウ の 先祖 の メリ テリ ウム , イ 
ワダ ヌキ の 先祖 の サガ テリ ウム や メ ガロ 
ハイ ラッ クス , 海 牛 の 先祖 の プロ トシ レ 
ン な ど が あり , ゾウ , イワ ダ ヌ キ 、 海 牛 
と いう , 今日 で は 形態 も 生態 も た が い に 
大 きく 異な る る の が , この 4000 万 年 前 の 
先祖 型 で は か な り 共 通し た 形質 や 共通 の 
生態 を も ちっ て いた こと が わか る 。 

た と えば , メリ テリ ウム は ブタ ぐら い 
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アフ リカ ソウ 
パレ オロ クソ ドン ソウ 


マス トド ン ソ ウ 
ブリ オマ スト ドン ソウ 


メデ テ ゴ ド ン ヴ ウ 


亀井 節夫 


の 大 き さ の 動物 で あり 、 サ ガ テ リ ウム も 
それ くら い の 大 き さ の も の で あっ た らし 
い 。 ま た , これ ら に 共通 する こと は , 上 
トト の あご の 1 対 の 門 歯 が 著しく の びる こ 
と や , 鎖骨 を 欠い て いる こと で ある 。 こ 
の は ほか , 現 生 の も の で も , これ ら は 1 対 
の 乳 が ヒ ト と 同じ よう に 前 肢 (ぜん し ) 
の 間 に あ る こと な ど , た が い に 類 似 し て 
いる 。 

すなわち , 第 三 紀 の は じ め に は , ゾ 
ウ ・ イ ワダ ヌキ ・ 海 牛 、 そ の ほか の 絶滅 
し た も の が 共通 の 連続 し た 形質 を も っ た 
1 グルー プ を つく っ て いた が , 時 代 と と 
も に 独自 の 方 向 に 進化 し 、 歯 の 抜け る よ 
うに いく つか の も ゃ も の が 絶滅 し , 今日 で は 





傘 穫 - 1 


上 の 3 つの も の が 生き 残っ て いる の で あ 
る 。 イ ワダ ヌキ は , 地質 時 代 を 通じ て , 
アフ リカ 以外 の 地 で は ほとん ど 生 活 せ ず 
に , まっ た く 独 特 の 進化 た を し た も の らし 
いい 


ゾウ の 上 鼻 


『 長 鼻 類 』 と いう 大 著 を あら わし た アメ 
リカ の オズ ボー ン に よる と , ゾウ の 件 陸 
は 350 種 余 りあ る 。 つ まり , 今日 で は そ 
の うち 2 種 の み が 生 き 残 っ て いる わけ 
で , 大 部 分 は 滅び 去っ て し まっ た 。 

ブタ ぐらい の 大 き さ の メリ テリ ウム か 
ら , 今日 の ゾウ へ の か ら だ の 大 型 化 、 上 
ト の あご の 1 対 の 門 歯 ( き ば ) の 長 化 
頭 朋 の 長 化 が 進化 の 傾向 と し て 指摘 され 
る 。 と くに , 中 新 世 ・ 鮮 新 世 は ゾウ の 仲 
間 の 繁栄 期 で 、 下 あご の き ば が シャ ベル 
の よう に な っ た プラ ティ ベロ ドン ,、 下方 
に 曲がっ た ダイ ノ テ リウ ム な ど 多 様 な ゾ 
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カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1] ハイ ラッ クス の 歯 
クス の 歯 は 、 は え 方 や 形態 が 特異 で あ 
る 。 門 歯 は 乳歯 で は 上 下 と ゃ 片側 に 3 本 
ずつ ある が 、 永久 歯 で は , 上 は 第 1 門 歯 
の み , 下 は 第 1 , 第 2 門 歯 の み と な り , 
他 は 省略 され る 。 こ の よう な か な 門 歯 の 省略 


ハイ ラッ 





イワ タダ ヌキ の 門 歯 


エナ メル 質 (B) 


7 COn 





(A) ケ ー デ ハイ ラッ クス の 乳歯 (アー ベル に よる ) 


(B) そ の 下 あ ご 門 歯 の 断面 (2 衝 え ル し) 


(1) 上 あぁ ご 門 歯 (2) 大 歯 (3) 日 歯 (4) 下 ぁ ご 門 歯 














し 、、 り PU の 


は , 岩 刈 目 と 長 算 目 と の 共通 性 で あり , 
下 の 門 歯 は 図 の よう に , その 上 緑 部 が 3 
な いし 4 葉 に 分 か れる の も 特徴 で ある 。 
[ 注 2 ] 長 鼻 目 の 分 類 アフ リカ ゾウ 
は , 大 型 の ヤブ ゾウ ozogozZZ Z/7zc7 の 
と , や や 小型 で 耳 の まる い マ ルミ ミゾ ウ 
ozogog cyc7o が 5 の 2 種 に 分 ける こと 
が ある 。 前 者 に は 7 亜 種 、 後者 に も 3 亜 
種 が 区 別 さ れる こと も あり , マル ミミ ゾ 
ウッ は, コンゴ 、 ギ ニア の 森林 か ら 象 小海 
岸 で 見 か けら れる 。 

アジ アゾ ウ も や も, イン 半島 」 マ レー 半 
島 、 ビ ビルマ, セイロン, スマ トラ の 各地 
域 で それ ぞ れ 1 亜 種 、 すなわち 5 亜 種 が 
区 別 さ れ て いる 。 
[ 注 3 ] 氷 漬 け の マン モス シベ リア 
の 水 漬け マン モス は , 17 世 紀 の 末 ご ろか 
ら 知 られ , 今日 まで 40 頭 分 が 発掘 され て 
いる 。 北緯 60 度 以上 北 の ツ ンド ラ 地 帯 で , 





ぇ 牧野 皿 子 吉 





マン モス や 毛 サ イ が , 毛 や 肉 を つけ た ま 
ま 氷 漬け に な っ て いる が , ウル ム 氷 期 の 
温暖 期 ( 約 3 4 万 年 前 ) の も の が 多い 。 
最近 も , ソ連 北部 の タイ ミル 半島 の マモ 
ント バ で 発見 され て いる 

[ 注 4] ゾウ の ひ づ め ゾウ の 四股 
(し し ) の 指 は 基本 的 に は 5 指 だ が 、 他 
の 有 踏 (ゆう て い ) 動物 と 同じ く , 第 5 
(ヒト の 小指 ) と 第 1 指 (親指 ) は 退 
化 の 傾向 が ある 。 指 の 骨 は ある が , その 
先端 に つく つめ , つま り ひ づめ は 消失 す 
る 。 こ の 傾向 は 、 主として 森林 に すむ ア 
ジア ゾウ と アフ リカ ゾウ の な か で 小型 の 
マル ミミ ゾウ より る も, 草原 生活 を する 大 
型 の アフ リカ ゾウ , と くに 前 肢 よ り も る 後 
肢 に 著しい 。 生 活 に 対す る 適応 で ある 。 
[ 注 5 〕 き ば の 発達 ゾウ の き ば は 
ト 上 あご の 門 歯 則 か ら は えて いて , ネズ ミ 
や ウサ ギ と 同じ く , 一 生 の 間 歯 根 が で き 








私 た ちの 仲 問 








ヒト ・ バ ク ・ ゾ ウ の 鼻 の 断面 





① 見 骨 ② 昌 蓋 ③ 上 (ちび る 鼻腔 
(ポア お よび パウリ に よる ) 











ウゥ が 知ら れ て いる 。 こ の 期 の ゾウ か ら 見 
て , その き ば の 本 来 の 機能 は , 木の根 を 
掘っ た り , 木 の 皮 を は いで 樹液 を 吸う た 
め に 用 いら れ た らし い 。 今 日 の ゾウ の き 
ば も , 野生 の も の で は 笑 端 が すり 減っ て 
お り , 同じ 目的 の た め に 使わ れ て いる ら 
し い 。 

洪 積 世に は いる と , か ら だ は 大 型 化す 
る と と も に , 二 次 的 に 頭骨 が 短縮 し て 高 
さ が 増 し た り ,、 き ば が 異常 に の ぴたり, 
四肢 (し し ) が 長く な る と い 3 う 特殊 化 が 
見 られ る 。 洪 積 世 中 期 (氷河 時 代 ) の バ 
レレ ファ ス ゾ ウ や バレ オロ クソ ドン ゾウ 
に は , 体高 4 メー トル を 越す 巨大 な も の 
が 現われ て くる 。 

ゾウ の 鼻 が 長く の ぴ び て き た こと と , こ 
うし た 特殊 化 の 現象 と は 相互 に 関係 が あ 
る 。 図 に 、 ヒ ト ・ バ ク ・ ゾ ウ の 上 鼻 の 部 分 
の 比較 を 示し て ある が , バク も 鼻 の 長 化 
の 傾向 が ある 。 つ まり ゾウ の 見 は ,、 ヒト 
の 算 と 上 くち びる と を 極端 に り |} き の ば し 
て いっ し ょ に し た よう な や も の で ある 

ゾウ の , あの 巨大 な 頭 と 短い 首 と で 
は , 直接 に ロ で 地上 の 草 を 食べ る こと は 


ーー 


ず に , は えつ づけ る 門 歯 で ある 。 歯 の 構 
造 は 、 エナ メル 質 や セメント 質 は 発達 せ 
ず , ほとん ど 象 牛 質 か ら で き て いる 。 き 
ば の 成長 と と も に , 象 邊 質 に ある 多数 の 
象 邊 繊維 が 、 らせん 状 に 成長 し て た が い 
に か ら み あい , 断面 を みる と 網目 の よう 
な 模様 に な っ て いる 。 こ の た め に , 象 午 
は きわ め て 弾力 性 を も つの で ある 。 雌 よ 
り 雄 の ほう が , 一 般 に き ば が 長い が 、 こ 
れ は シカ の つの と 同じ く 、 雌 座 油 決 の た 
め と 考え られ て いる 。 つ まり , 群れ の な 
か で , 雄 ど うし が , 雌 を 争う と き に き ば 
を 用 いる こと か ら , その よう に 推定 され 
て いる 。 

[ 注 6 〕 ゾウ の 曰 歯 ふつ う の 員 乳 動 
物 の 歯 の は え 方 は , 垂直 交換 と いっ て , 
馳 歯 が 下 に ある 永久 歯 に よっ て も ちあ げ 
られ る よう な 形式 で 行なわ れる 。 と ころ 
が , ゾウ の 場合 は 特殊 で あっ て , 水平 交 
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私 た ちの 仲間 
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散歩 の と きも , も う 鎖 は 不用 に な っ た 
どん べ え は ひと り て で 浜 を 駆け まわ っ た 





たこ 
で き な い の で , 筋肉 が よく 発達 し て 伸縮 
が で き , 季 軟 な 見 を 第 3 の 手 * と し て 
用 いる 。 ま た 、 水 を 飲む な と き も 上 算 い っ ぱ 
い に 水 を 吸い こん で , それ を 再び 口 の な 





換 と 呼ば れる 。 つ まり , 上 下 の 片 側 に 6 
本 ずつ 日 歯 (きゅう し ) が は える が , 成 





ゾウ の 歯 の 生え か た 


上 の 白 歯 の 5・6 
4 4 ・ 








※(B) は (A) よ りさ ら に 成長 し た 段階 


( 6 本 の 日 歯 の う ち 最初 の 3 お 
\ る 説 と , 永久 歯 の 小 昨 歯 と する 説 が ある 
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や か 子 , 


この 突然 の 変化 を , 僕 は どう 報告 し た 
ら よ い の だ ろう か 。 

意地 の 悪い 人 に は と う て い 信じ て 貨 え 
な い だ ろ う 。 自 分 で も 驚い て 、 メ モ 帳 に 
次 の よう な 三 行 詩 を 書い て いる ほど だ か 


ムツ ゴロ ウ 目 を 白黒 
それ で 海 の 水 を な め 
辛い の で また 目 を 白黒 させ た 


動物 学者 と し て の メモ 帳 に , 詩 が 無縁 
だ と 思う 人 は 人 間 を 知ら ぬ 。 大 脳 の 新 友 
質 が あま り 発 達し て いな い 生 物 と つき 合 
っ て いる の で , 次 元 が 低い の は いた し 方 
が な いと し て , 俳人 名 も あれ ば 長い 詩 も あ 
る 。 キ ツネ の 目 の 輝 き に つい て , 細か い 
字 で ページ を 埋め 尽 し た り し て いる 。 
物語 だ っ て 含ま れ て いる 。 そ の サン プ ブ 
ル を 1 つ だ け 紹 介し て 寺 る う 。 


動物 好き の 男 が 、 妻 と 子 の 3 人 で 平和 
に 暮らし て いた 。 

彼 の 願い は た だ 1 つ 。 一 生 に 1 度 だ け 
で いい , 熊 に な っ て みる こと だ っ た 。 彼 
は 慈愛 に みち 、 正直 で , 彼 の 治療 を 受け 


か に 注ぎ こむ の で ある 。 光 で 直接 に 水 を 
飲ん だ ら 呼 吸 が 困難 に な っ て し まう 。 
鼻 の 内 部 は , 2 本 の 細長 い 管 と な っ て 
いる が , 解剖 し て みる と , 先端 か ら 貞 の 
つけ 根 ま で , 内 部 は 薄い 筋肉 質 の 組織 で 


長 す る に つれ て 1 本 ずつ , 前 の 曰 歯 が , 
新た に つく られ た 後ろ の 曰 歯 に よっ て 前 
方 へ 押し だ され る よう に は え か わ る 。 前 
の 曰 歯 は すり 減っ て 小さ く な る と , 浮き 
あがっ て 脱落 し , 後ろ の 曰 歯 が そ の 位置 
に と っ て か わる 。 

[ 注 7 ] アジ アァ ゾウ を 戦闘 に 使う 証 
代 イ ンダ ス 文 明 の 中 心 で も あっ た モ ヘ ン ジ 
ョ ダ ロ の 遺跡 ( 西 バ キス タン) の 彫刻 か 
ら 紀元 前 2500 年 の ころ に は , アジ アゾ ウ 
が 家畜 化 さ れ て いた こと が わか る 。 ア ジ 
アゾ ウゥ を 戦い に 使っ た の は , 紀元 前 520 
年 の ころ 、 イ ンダ ス 地 域 を 併合 し た ベル 
シャ 手 ダ リウ ス で あっ た と いわ れる 。 ダ 
リウ ス の 死後 、 ア レキ サン ダー 大 王 は , 
紀元 前 326 年 に イン ダス 有川 を 渡り 、 バン 
ジャ ブ 地 方 に は いり , 同 地 の バウ ラヴ ァ 
王国 の ポー ルス 王 の ゾウ 隊 の 攻撃 を 受け 
て 苦戦 を し て いる 。 








ー レ 人 な ズー ルイ バン セル ん 2 レス ンコ 40 


と ん へえ 


て 山 や 海 へ 帰っ て 行っ た 動物 は 数 え 切 れ 
な い ほ ど だ っ た 。 

そう いう 男 を , 神様 が 何で 見 捨て て 置 
こう か 。 あ る 日 1 時間 だ け , 態 に な る 
許可 を 与え た 。 

正直 な 男 は 狂喜 乱舞 。 熊 と し て の 生活 
を 満喫 し た 。 

そし て 1 時間 後 夢 か ら 醍 め て 監 い 
た 。 何 処 を 授 し て も 、 最 愛 の 妻 と 子 が い 
な か っ た の で ある 。 


むろ ん , こう いっ た 詩 や 物語 が , 役 立 
た ず の ぐう た ら な 代物 で ある こと は 重々 
承知 し て いる 、 し か し 、 大 便 や 氷 の 回 
数 、 歯 の 数 な ど ば か り メ モ し て いる と 、 
時 に は 他 の 世界 へ は み 出 し て みた く な 
95 

物語 と いえ ば , 浮世 苑 れ し た 島 暮 らし 
を し て いて びっ くり する の は , 娘 が 購読 
し て いる マン ガ 本 の 変化 で あろ う 。 そ の 
表紙 に 描か れ て いる 絵 は あ どけ な いけ れ 
ど , 物語 の 題 は すご い 。 

『 愛 と 炎 』『 青 い 果 実 』『 命 を か けた 恋 』 
『 傷 つい た 春 』. 

全 答 これ 恋 。 生活 の 根 が な い の で , 先 
生 と 三角 関係 に な っ た り , 不 注意 で 人 を 


で き て いる こと が わか る 。 先端 部 に は 神 
経 が 集中 し て いて , きわ め て 鋭敏 な 感覚 
器 視 と な っ て いて , に お い を か い だ り , 
風向 き を 感じ た り 、 ときには 求愛 の 行動 
に 用 いる 。 雄 と 雌 と が 算 を か ら ま せ あ っ 


[ 注 8] アフ リカ ゾウ を 戦闘 に 使う 
紀元 前 3 世紀 に ,、 カル タゴ は シチリア 鳥 
の 領有 を めぐ っ て , ロー マ と 前 後 3 回 の 
戦争 と し て いる (ポエニ 戦争 )。 第 2 回 
め の と き 、 カル タゴ の 将軍 ハン ニ バ ル 
は , アル プス を 越え て ロー マ を 攻め た 
が , その 際 、 ゾウ 37 頭 を 引き 連れ て い 
る 。 当 時 の 貨幣 の 刻印 を 見 る と 、 ハ ン ニ 
バル は アジ アゾ ウ に 乗り 、 ま わり を アフ 
リカ ゾウ が 取り 巻い て いる 。 

[ 注 9〕 群れ の 生活 ウガンダ に お け 
る クイ ッ ク の 研究 に よる と , ゾウ は 年 間 
を 通じ て 交配 を し て , 鮭 れ の 構造 は 、 こ 
の こと に 依存 し て いる と いう 。 雌 お よび 
子 が 1 つの 集団 を つく り , 雄 は 別 の 集団 
を つく り , それ ぞ れ の 行動 較 を も っ て い 
て , それ ぞ れ に リー ダー が いる 。 周 期 的 
に いく つか の 集団 が 合体 し て , 年 を と っ 
た 雄 と 数 頭 の 雌 と の あい だ に 交配 が 行 な 








畑 正憲 


殺し た 経験 が あっ た り 、 両親 に 暗い 過去 
が あっ て , 実は 本 当 の き ょ うだ い だ っ た 
りす る 妙 に 深刻 な 恋愛 ドラ マ が 進行 し て 
ゆく 。 そ し て , 終わ り 近く に 何 か 事件 が 
起こ り ,、 それ に よっ て た わい な く 人 間 が 
変わ っ て ゆく 

た と えば 、 男 が 女 を 殴る 。 殴 られ た 女 
は ヨ ョ と 泣き 崩れ, 皮 時 に し て 共 慢 な 
性 格 が な お る な ど と いう 筋 の も ちの は ゴマ 
ン と ある 。 そ の 人 間 理 解 の 浅 薄 さ が 。 
『 足 な が お じ さ ん 』 み た いな 名 作 を 生ま 
ぬ 一 因 で も あろ う 。 

と ころ が , 不思議 に 動物 で は , ある 
日 唐突 に 、 と いう 感じ が する 場合 が た く 
さん ある 、 人 の 赤ん坊 で も そう だ 。 遣っ 
た り 歩 いた りす る の は , 何 日 も か け て 練 
習 す る の で は な く 、 帰宅 し て みた ら 出 来 
る よう に な っ て いる 場合 が 多い 。 人 の 子 
の 父親 な ら 、 稚 い 生命 が 導 得 する その 際 
立っ た ステ ッ プ に 驚い た 経験 を 持っ て い 
る は ず だ 、 だ が 同時 に 自我 が 形成 され 
て か ら は , どん な に 叱っ て も 性 格 が 変わ 
ら ぬ 経験 も 。 

どん べ え も そう だ っ た 。 

死ね よ と 殴っ た 翌日 か ら 、 僕 に と っ て 
は 驚 天 動 地 の 変化 が 訪れ た 。 


た り , 相手 の 口 の な か に 算 の 先 を 押し こ 
ん だ りす る の を 見 か ける こと が ある が , 
一 種 の 愛撫 の 行 あ で ある 。 

ゾウ の 系 統 発 生 に つい て は 、 まだ よく 
わか ら な いこ と が 多い 。 ゾ ウ の 先祖 型 の 
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われ る 。 

その 際 に , 集団 と 集団 と の あい だ で 若 
い 雄 どう し の 争い が 起こ る の で , お そら 
く , 集団 の な か に 順位 制 が 存在 する と 考 
えら れる 。 交配 が 終わ る と 群れ は 分 解 し 
て , それ ぞ れ の 集団 は それ ぞ れ の 行動 圏 
に も どる 。 この よみ な こら は | アジ テツ 
ウゥ に お いて も み ら れ る 。 
[ 注 10] ゾウ を 囲い に 追い こむ 72 
F で は , ゾウ を と ら え る た め に パケ ッ ダ 
ス * と 呼ば れる 木 の 棚 を つく る 。 そ れ 
は , 平面 的 に は 1 辺 が 数 百 メ ー ト ル に 及 
ぶ 三 角形 な いし は 四角 形 を し て いて , そ 
の 一 部 に ゾウ を 追い こむ 入り ロロ を つけ , 
太 さ 15--20 セ ンチ の 丸太 で 組ん だ 落し 戸 
が つけ て ある 。 棚 の 中 に は 水 場 が あり , 
1000 人 以上 の 勢 子 が 数 週間 か か っ て 
ゆっ くり と ゾウ の 群れ を この 中 に 追い こ 
ん で と ら え る 。 画 ( 旬 井 節夫 ) 
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まず 、 あ れ ほ ど し つ こ か っ た 下痢 が ビ 
タリ と 治っ た こと だ 。 便 が 形 を な し , 時 
に は と ぐろ を 巻い た 。 

「 い い ウ ンコ だ ぞ 」 

「 し め た 。 今夜 は 赤飯 だ 」 

ヒゲ と いう アダ 名 を 進呈 し た 弟 と よろ 
こび 合い , 久し振り に クマ の オシ ッ コ の 
音 を 聞い た 、 そ れ ま で , 大 便 と し て 出 て 
し まう た めか , 尿 は 1 日 に 2 回 か 3 回 、 
申し わけ 程度 に する だ け だ っ た の で あ 
る 。 

離乳 も 足並み を 揃え た 。 ミ ルク より 
も 、 バン や 魚 を 積極 的 に 食べ る よう に な 
7 さる 

し か も , 遊び に も る 一定 の ルー ル が 出来 
て 、 唆 まな く な っ た し 、 孤独 を 要求 する 
時 間 が 増え た 。 

僅か 1 日 を 境 と し て 、 こ れ だ け 劇 交 な 
変化 が 訪れ る な ん て 誰が 信じ 得 よ うか 、。 
僕 自身 が この 体 で 経験 し て いな が ら 、 
まだ に 嘘 み た い に 思 える の だ か ら 。 

だ が 実際 に 起こ っ た の だ か ら 仕 方 が な 
い 。 少女 マン ガ の フィ ナー レ が , 棒 の 一 
没 で 出現 し た の だ 

これ は 野外 で の 観察 と 結び つか ね ば な 
ら ぬ 。 野外 で 親 と 子 の 関係 が どう か 、 
も っ と 具体 的 に 調べ る 必要 が ある 。 不 幸 
に し て 僕 は 自分 の 目 で 追跡 し た こと は な 
い が , さま ざま な 人 が 書き 残し た も ゃ の を 
読む と 、 一片 の 餌 を 中 に し て ,、 か な り の 
激 し さ で 親 と 子 は い が み 合う る の らし 
い 、 と すれ ば , 飽食 させ な い 環 境 下 で 
の 親 の 力 が , 子 に 独立 心 を 植え つけ る に 


メリ テリ ウム が 北ア フリ カ か ら の み 発 見 
され て いる こと な どか ら , ゾウ の 発生 の 
地 は アフ リカ と され て いる 。 ハー バー ド 
大 学 の マグ リオ の 研究 に よる と , アフ リ 
カ 地 域 の ゾウ の 化石 に は 、 洪 積 世 に 発展 
し た 各種 の ブウ の 原型 が 見 られ る と の こ 
と で ある が , アフ リカ ゾウ は 外形 も アジ 
アゾ ウ と 大 きく 異な る よう に 、 頭骨 の 形 
も 曰 歯 の 構造 も 非常 に 違い , む し ろ 、 古 い 
型 の ゾウ の 形質 を も っ て いる 。 こ れ に 対 
し て , アジ アゾ ウ は どちら か と いえ ば 進 
化 型 で ある 。 シ ベリ ア の マン モス ゾウ に 、 
アジ アゾ ウ に 近 緑 な 関係 が 認め られ る 
が , 洪 積 世に 世界 的 に 発展 し た ゾウ は 、 
アフ リカ ゾウ と は 違っ た も の で ある 。 


ゾウ と 人 間 


マン モス ゾウ や マス トド ン ゾ ウ の よう 
な 絶滅 し た ゾウ の 仲間 は , 今 か ら 1 万 年 
ぐら い 前 まで に 地上 か ら 姿 を 消し た 。 右 
図 は 、 洪 積 世 末 期 、 す な わ ち 2 万 年 前 ぐ 
らい の ゾウ の 分 布 を 示し て いる 。 シ ベリ 
ア ・ ア ラス カ ・ 北 アメ リカ ・ ヨ ー ロ ッ パ 
に は マン モス ゾウ , 中 央 アメ リカ ・ 南 ア 
メリ カ に は マズ ドン ジウ 」 南 ヨ ー ロ ッ 
バ ・ 中 央 アジ ア ・ 東 アジ ア に は バレ オロ 








役立つ と 考え られ る は ず だ 。 野 性 が 麻 江 
し て いる イヌ だ っ て , 離乳 期 に は 、 食 物 
を 中 に 置い て 親 と 子 が い が み 合う の だ か 
ら 。 

これ を 確か め る た め に は 、 更に 遠 大 な 
計画 が 必要 に な っ た 。 最 終 的 に 僕 は 野生 
の ヒグマ の 行動 記録 に い ど みた い の で 、 
今 、 2 次 3 次 の プラ ン に 間 手 し て いる 。 
自然 を 胃 ん で し まい , その 中 で 野生 の ヒ 
グマ を 追跡 し よう と も くろ ん で いる の で 
ある 。 僕 は ヒグマ に 惚れ た 。 惚 れ た 以上 
は , あら ゆる 角度 か ら 、 徹 底 し た 追求 を 
し よう と 思う 

それ は と も か く , この 日 を 境 に 、 合 邊 
身 も 変貌 し て し まっ た 。 宿 多 布 へ 行っ た 
も の の , や は り 心 配 に な っ て 帰っ て きた 
妻 は こう 言っ た 。 

「 男 らし く な り 胸 を 張っ て る 感じ だ けれ 
ど , 知識 人 の 行動 じゃ な いわ ね 。 荒 っ ぽ 


段 と いた ずら 坊主 に な っ た 気 が す る わ 」 
「 つ まり , より アニ マル 的 に な っ た と 言 
いた い の だ ろう 

「 そうね 。 ど ん べ え が 人 間 の 方 へ 歩み 寄 
り , あな た が クマ の 方 へ 歩み 寄っ た と い 
うな ころ ね 

それ な ら 光 栄 し ご く で ある 。 僕 は クマ 
に な れ な い 自 分 を どん な に か な し ん だ こ 
と か 。 あ の 訂 い モ 皮 と 鈍感 な 皮 具 、 強 大 
な 四肢 を 持っ て いれ ば 、 ど ん べ え を 育て 
る の に 苦労 は な い 。 メ モ 帳 に 書か れ た シ 
ョ ー ト ショ ー ト も どき の 物語 は 、 その 僕 
の 願い が 変形 し た も の だ . 


クソ ドン ゾウ , 西 ア ジ シア ・ イ ンド ・ 東 南 
アジ ア に は アジ アゾ ウ , アフ リカ 全域 に 
は アフ リカ ゾウ と 各種 の も の が いた 。 こ 
の ころ の 日 本 列島 に ち バ レオ ロク ソ ド ン 
ゾウ (ナウ マン ゾウ ) や マン モス が 生活 
し て いた こと が 知ら れ て いる が , ゾウ を 
は じ め 大 型 の 貴 乳 動物 が 急速 に 姿 を 消し 
て いっ た の は , この 2 万 年 前 か ら 8000 年 
前 の 間 の こと で あっ た 

も と も と 、 ゾ ウ が も っ と も 繁栄 し た の 
は , 中 新 世 (2800 カ ー1200 万 年 前 ) か ら 
鮮新 世 (1200 ガ ー 150 万 年 前 ) に か け て 
で ある が , 暖 帯 型 の 気候 の も と で 、 森林 
生活 シ を し て いた ゾウ の 先祖 た ち は , 電 燥 
し た 気候 へ の 変化 に よっ て 生じ た 草原 の 
環境 や 多様 化し た 環境 に 適応 し て 多種 類 
の も の に 分 化し た 。 と ころ が , 気候 の 寒 
冷 化 に と も な っ て , 寒冷 に 適応 し た も の 
の み が 生 き 残 り 、 大 型 化 へ の 道 を 歩ん だ 
の で ある 。 し か し 、 草原 生活 に 適し て 大 
型 化し た も の も , その 食物 の 量 と の 関 
係 、 生 活 の 範囲 の 広大 さと の 関係 に お い 
て 、 同 じ 生 活 場所 を 要求 し た 人 類 の 生活 
と の 競合 を 余儀 な くさ れ た の で あろ う 

また , 狩猟 生活 に お いて , 人 類 が 集団 
生活 を 獲得 し て 、 和 狩猟 方 法 に お いて 飛 忠 
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畑 さ ん が 家 の 中 に 入っ て し まう と , ころ が る よう に 衝 づ で た 


散歩 も 楽に な っ た 。 扉 を 開い て 外 に 出 
し , 僕 は 浜 で タバ コ を 吸っ て いる だ け で 
よかっ た 。 ど ん べ え は 適当 に 家 の ま わり 
を は ね まわ り , も うこ れ で 十分 だ と 判断 
し た 頃 , 僕 が 家 の 中 に 入っ て し まえ ば よ 
か っ た 。 

どん べ え は 夢中 で 遊ん で いる よう だ っ 
た が 、 僕 が 外 に いる か いな いか を 、 絶 え 
ず チ ェ ッ ク し て いた の で ある 。 こ れ は 取 
材 な ど で 見 知ら ぬ 人 が 来 た 場合 に は 混乱 
し て し まっ た けれ ど , 僕 と 2 人 っ きり の 
時 に は 実に 見 事 だ っ た 。 僕 が 家 に 入る 
8。 ロロ か ら 白 いあ ぶ く を 吐い た どん べ え 
が 転 が る ボ み だ 大 っ て きた 。 
ーー どう だ 。、 こ の どん べ え を 見 て ぐれ 

僕 は 世界 中 の 人 に 誇り た い 気 持 だ っ 
py 


, 離乳 と 同時 に , 体重 が 急激 に 増え 





始め 、 身長 も 伸び 始め た の に は 参っ て し 
まっ た 。 

1 日, 1 日 , 手 が 届 く 高 さ が 違い , 展 
て て ベニ ヤ 板 な ど で 人 台所 の 封鎖 を 補修 
し , 娘 を 安置 する 押入 れ の 上 段 に ゃ 防護 
壁 を 作ら ね ば な ら な か っ た 。 こ うい う 小 
さ な 家 の 中 で 、 完全 な 同居 を する 方 が 無 
理 な の か も し れ な い 。 

も し, 料理 を 作っ て いる 現場 に どん べ 
え が 押 し こみ 、 プロ バン ガス の ボン べ に 
手 を か け で も し た ら , と ん で も な い 爆 劇 
が 起こ りか ね な いで は な いか 、。 

どん べ え が 30 キ ロ 近 くに な っ た 時 , 僕 
は 居住 区 を 2 つ に わけ る こと に し た 。 ど 
ん べ え が わが 子 に な っ た 自信 が な けれ 
ば , 妻 と 娘 を 追い 出し て で も , 強引 な 同 
居 を 続け た だ ろう が , そう まで し な く と 
も 共存 出来 そう だ っ た 。 
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|「 国語 マス トド ン ソ ウゥ 
医 肥 アフ リカ ゾウ 


較 還 アジ アァ ソゥ 
七 ] マ ン モ ス ゾ ウ 


販 パプ レオ ロク ソ ド ン ソ ゾウ 





的 な 前 進 を と げた 旧 石 器 時 代 後期 に は 、 
ゾウ の よう に 群れ を つく る 大 型 獣 は よい 
狩猟 対象 と な っ た 。 ウ クラ イナ の 旧 石 器 
時 代 後期 の 遺跡 に は 、 マ ン モ ス の 骨 や き 
ば で つく っ た 家 の 構 造 が 残さ れ て いる 
が 、 多量 の マン モス 狩り は ,、 マン モス ゾ 
ウゥ の 滅亡 を 促進 させ た . 

こう し た , 2 万 年 前 か ら 8000 年 前 の 間 
に は , 全 世 界 的 に 大 型 獣 は 急速 に 姿 を 消 
し , や が て 人 類 の 農耕 生活 へ の 移行 に よ 
っ て ,、 ゾウ を は じ め 大 型 獣 の 生活 の 場 は 








次 々 に 奪わ れる 結果 と な っ た 。 現 在 、 生 
き 残 っ て いる アフ リカ ゾウ も , アジ アゾ 
ウ ゃ も 、 8000 年 前 以来 、 著しく その 生活 喚 
を せ ば め ら れ , 歴史 上 の 記録 か ら 見 て 
も , 北ア フリ カ の アフ リカ ゾウ , 中 近東 
や 中 国 南 部 の アジ アゾ ウ は , その 生活 空 
間 を 失っ て 滅び 、 あ る い は 生活 閣 か 分断 
され 著しく せ ば め ら れ , いま や 絶滅 寸前 
に ある 。 お そら く , 人 類 の 生活 の この よ 
うな 高揚 が な か っ た な ら ば 、 ゾウ の 分 布 
は 依然 と し て 広かっ た こと で あろ う 。 副 
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私 た ちの 仲 問 





: 山路 で ゐ で あい | ! 5 | (最終 回 ) 


も も ん が 
ei うさ ひび 


文 と え 串田 丈 一 


「 牟 佐 佐 如 は 栓 求む と 万 葉 集 に 
むさ さび が 木々 の 栓 を 好む 習性 が 歌わ れ 
て いる が , むさ さび と も も ん が と の 区 別 
は は っ きり し て いな か っ た よう で ある 。 
『 和 名 抄 』 に 「 慕 貞 を 毛 美 と 訓 す 足 カ 
5052 た yee ガ と 
蒙 」 だ お モモ 。 ツジ バラシ キ 。 グ プ ス マ 。 
バン ドリ , ヌレ デ が , も も ん が の 別名 と 
し て 拳 げ ら れ , 両者 に 共通 し た 方 言 が 多 
い 。 

実は 私 も 子供 の 頃 に は 同じ も ゃ の と 思っ 
て いた し , 別 の 種類 だ と 知ら され 、 そ れ 
ぞ れ の 特徴 を 説明 され て いて も , いずれ 
る 山 の 森 に 棲み 、 し か ゃ 夜行 性 で ある た 
め に , 仮り に 懐中 電灯 の 光 で ちら っ と 見 
た だ け で は 見 分 けら れ な い 。 

も も ん が は 体長 15.6 セ ンチ , むさ さび 
は 30 セ ンチ か ら 40 セ ンチ を 越え る も の る 
いる と 言わ れ て も , も も ん が と 思っ た の 
は むさ さび の 子供 か も 知れ な い 。 飛 ぶ 距 
離 が 、 も も ん が の 方 が 少な いそ うだ が 、 
むさ さび が 何 か の 都合 で 遠く まで 行く 必 
要 が な か っ た の か も 知れ な い 。 

し か し , 飛 膜 な ど と いう 妙 な も の を 授 
けら れ た も の で ある 。 こ れ を 使っ て 風 に 
乗る と 。 200 メー トル 近く も 飛べ る と い 
う の で ある か ら 、 義 ま し い 話 で 『 あ る 。 風 
昨 敷 で も 手足 に 結び つけ て , 真似 を し て 
SS 

そう 言え ば 子供 の 頃 に , 着物 を 頭 か ら 
すっ ぱり か ぶっ て ,「 も も ん が あ 」 と 言 
っ て お どか し っ こ を し た 。「 も も ん じい 」 
と 言っ た 人 も いる 。 こ の こと は 『 鐵 遊 
笑 向 』 に 出 て いる 。 

むさ さび の 声 は 。 う っ か り 猫 を 踏ん だ 
時 の 声 に 似 て いる 。 私 は 山中 で 道 を 失う 
習性 が あり 、 そ れ が また 彼ら と 同じ 夜行 


性 に 通じ る た め , この 声 を し ば し ば 聞く 
結果 と な る の だ ろう 。 む ささ びと 分 か っ 
て いて も る, 深夜 の 森 の 中 に いる と 薄 気 味 
が 悪い 。 幼 い 頃 の 「 も も ん が あ 」 の お ど 
か し が 、 今頃 に な っ て 効果 を 現 わ し た よ 
うに も ゃ る 思っ た 。 

図 々 し く , 森 の 下草 や 芽 を 押し 倒し て 
眠っ て いて も , この 声 で 目 が さめ て し ま 
うと 余計 な こ と を 次 々 に 考え は じ め て 
暫 4 目 が えて し まう 。 そし て つく づ 
く 人 間 は 弱い 、 意気 地 の な い 動物 だ と 思 
9 

2 月 の 、 最 も の 深い 季節 に , 志賀 高 
原 の ス キー 場 を 素通り し て , 岩 山 の 北 
か ら 新 潟 県 へ と 山 を 越し た こと が あっ 
た 。 ひ と 晩 は 谷 へ 下り , 風 あ た り の な い 
場所 で 4 時 間 ば か り は 眠っ た 。 そ の 次 の 
夜 は 山 の 中 腹 を か ら み な が ら , 吹 : RI 『 の 中 
を 歩き 続け た 。 

私 は 友人 と ふた り で 、 何 も 喋 ら ず に 歩 
き , 時 々 , 朋 騰 と E て 来る 頭 を 休ま せる 
た め に 人 荷 を か つい だ まま 木 に 人 符 り か か 
っ て , な か ば 強制 的 に 休ん だ 。 今 は 山 の 
中 に いる , 目 の 前 に ぶな の 木 が 立っ て い 
る 、 雪 が こん な に 降っ て いる か ら 星 は 見 
えな い 。 こ ん な 具合 に 自分 の 頭 を 確か め 
て いた が , 数 メー トル 離れ た 木 の 上 に , 
青い 光 が 2 つ 見 える 。 友 だ ちゃ も 見 える と 
いう 。 青 い 光 の 星 が 2 つ 並 ん で 、 す ぐ そ 
こま で 天 か ら 下 っ て 来 た 。 そ ん な こと は 
あり 得 な い 。 そ れ な ら 何 だ ろう ? 懐中 
電灯 を 消す と 向こう も 消え る 。 つ ける と 
光り は じ め る 。 

それ が むさ さび の , あの か わい らし い 
眼 で : あ っ た と 判断 を し た の は , 3 日 目 に 
山麓 の 部 落 に 辿り つい て , 20 何 時 間 眠 り 
続け た 後 の こ と で あっ た 。 画 (哲学 者 ) 











裏表 紙 説明 


ヤギ 家畜 の ヤギ に は , 乳 用 ・ モ 用 ・ 両 
方 の 兼用 な ど が ある 。 こ の 写真 は まだ 子 
ヤギ だ けれ ども 、 ザー ネ キン (Saanen) と 
いう 品種 か それ に 近い 品種 、 あ る い は ザ 
ー ネ ン と ヌ ビ アン (Nubian) と の 雑種 で 
は な いか と 思わ れる 。 ザ ー ネ ン は 年 間 
500 て 1000 キ ロ 以 上 も の 乳 を 出す 、 代 表 
的 な 馳 用 種 で ある 。 

スイ ス の 南西 部 、 海抜 1000 メ ー ト ル 余 
り の 肥 浜 な 高原 。 ザ ー ネ ン 地方 が 原産 地 
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で ある 。 

春 に な る と , その 春生 まれ た 子 を 連れ 
て 放牧 され , 夏 に な る に し た が っ て 2000 
メー トル も の 高い と ころ まで 登り 、 秋 に 

る と お り て くる 。 春 生ま れ た 子 は , も 
う 秋 に は 妊 媛 でき 、 ふつ う 1 頭 な いし 
2 > 4 頭 の 子 を 生む 。 冬 は 牧 舎 の 中 で 
過ごす 。 

ザー ネン は 世界 じゅ う で 飼 わ れ て お 
り , 日 本 に も 明治 に な っ て は いり , MA 
ザー ネン と いう 品種 を つく り だ し 
る 。 右 Ph. Sitnsky. Atlas Photo 
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< 問 > うち の ネコ は 腰 ぬ け で す 。 元気 も 
あり ませ ん 。 ス ル メ や イカ を 食べ させ た 
こと は あり ませ ん し , 骨 を 与え た り 、 日 
光 浴 も よく させ て いた の に , 腰 が 悪く よ 
ろ よ ろ し て いま す 。 
(田無 市 ・ 森 下 恭子 ・11 歳 ・ 小 学生 ) 
< 答 > ネコ の 動作 は 本 来 た い へ ん 機 人 
で す 。 か ら だ は 柔軟 で と くに 後肢 の バ 
4 衝 を: 芝 Cve る みこ きも る 族 び あ 
が れ ま す 。 と ころ が , 腰 の 力 が 弱く , 足 
の バネ も きか な い 腰 ぬけ の よう な ネコ も 
意外 に 多い も ゃ の で す 。 
戸外 を と び ま わ っ て 自由 に 運動 を する 
こと も で きず , せい ぜ い 家 の 中 か 庭先 を 
そろ そろ と 歩く だ け の ネコ は , ネコ と し 
て か わい そう な 生涯 し か 過ごせ ませ ん 。 
こう いう ネコ は , むか し な ら , 自分 で 食 
物 を 見 つけ る こと も で きず , 自然 海 決 さ 
れ て し まっ た の で じょう が 。 さそ の ざ ご ろ の 
よう に 食事 も 豊か で , 環境 $ る きび し く な 
いと 、 生 き の び る こと に は 支障 が な く , 
よろ よろ し た 不 自由 な か ら だ で も 生活 し 
て いら れる わけ で す 。 
3 
、 代 表 的 な も る の は クル 病 , 骨 軟 化 
Na 形成 不全 症 、 骨 の 奇形 小脳 の 
発育 不全 、 骨 の 腫瘍 、 慢 性 中 毒 な ど で 
す 。 な か で も た い へ ん 多い の は 骨 軟 化 症 
で す 。 
これ は 骨 異 栄 枚 症 と も る いわれ , 食事 に 
カル シウム 分 が 不足 し て 起こ る 病気 で 
す 。 生 まれ た ば か り の ころ は わか ら な い 
で 過ごし て いま す が , 3 か 月 を 過ぎ る こ 
ろか ら 腰 の 力 が 弱い こと に 気づき ます 。 
また , 年 齢 に は あま り 関 係 が な い の で 、 
1 歳 で も , 老年 に な っ て か ら で も ゃ 起こり 
ま ポ 。 
食事 の な か の 必要 な カル シウム 分 が 長 
い 間 不 足し て いる と , すでに で き あ が っ 
て いる 骨 か ら カ ル シ ウ ム 分 が ぬけ だ し て 
し まい , 骨 の か た い 部 分 が 薄く も ろく な 
り 、 骨 を 包ん で いる 骨膜 も 粗雑 に な っ 
て , 痛む よう に な り ま す 。 骨 は 折れ や す 





育 , 観察 な どの 報告 。 











く な り , 背骨 は 号 状 に 曲がり 、 か ら だ は 

丸まっ て , 見 る か ら に 痛々 し そう で す 。 

ーー る の で 動く こと を きら 
, 便秘 が ち に な り ま す 。 

本 カン op 
ン D を 注射 し た り , 食事 に 入れ て 与え て 
や る こと で す 。 し か し , 症状 が 長い 間 続 
いた も の で は , 骨 の 形 が 変わ っ て し まっ 
て いる た め ,、 痛み は と れ て も , 正常 な 骨 
の 形 に は も る どれ ませ ん し , 運動 も 活発 に 
は で きぬ まま で 終わ る の が 一 般 で す 。 

骨 軟 化 症 は , 食事 を 人 間 か ら 与 えら れ 
る も の だ け に た より , みず か ら 必 要 な 栄 
杖 分 を と る こと の で き な い ネコ に 起こ る 
一 種 の 栄 杖 失 調 性 の 病気 で す 。 こ れ は , 
骨 を つく る か ら だ の 働き が 悪い た め に 起 
こる 畔 骨 形 成 不 全 症 や , 日 光 や ビタ ミン 
D の 不足 か ら 起 こる クル 病 と は まっ た く 
原因 が 違う 病気 で す 。 こ れ ら の 症状 は ど 
れ や も よく 似 て いる の で , その 診断 は 専門 
医 に まかせ る べき で し ょ う 。 

親 ネ コ に は じゅ うぶ ぶん な カル シウム を 
与え , 生ま れ た 子 ネ コ に る ゃ 離乳 期 か ら 必 
要 量 を 欠か さ ず ,. また, ビタ ミン D も 与 
え , 日 光 浴 も させ て いた の に 腰 が ぬけ た 
と いう よう な ネコ は , 軟骨 形成 不全 症 の 
疑い が あり ます 。 

これ は , 骨 を つく る 細胞 の 働き が 悪 
く , と くに 軟骨 の 形成 が 悪い の で , 骨 は 
曲がり 、 か ら だ は 短く , 四股 は 短く 太 
く , まる で 子 イ ヌス の よう な か ら だ つき を 
し て いま す 。 骨 は も ろく , 粗雑 に で き て 
いて , 骨膜 も 痛く な る こと が 多く , 動き 
る 不 活発 で よろ よろ し ます 。 原因 は 栄養 
の 不良 か らく る も の で は な く , 先天 的 な 
欠陥 か ら 起こ る も る の な の で , 治療 法 と し 
て 適 確 な も の は あり ませ ん 。 

イカ や スル メ を 食べ る と , 腰 を ぬか す 
ネコ が いま す 。 イ カ の 身 に ある 一 種 の 毒 
に よる 中 毒 症状 で す 。 食 べ る の を や め さ 
せる と , し ば らく で な お る も の で す 。 

条 虫 (サナ ダ 虫 ) の 寄生 を 受け る と , 
その 虫 か ら 出 る 毒素 の 中 毒 で 、 か ら だ が 
よろ よろ する も の が あり ます 。 便 の な か 
に コメ 粒 く らい の 平たい 白い 虫 が 出 ます 
が ,、 これ は イヌ 条 虫 と いわ れる も の で 
す 。 そ の ほか に も , ネコ 条 虫 と か 豆 状 条 
虫 な どの 条 虫 が あり , それ ら の 寄生 が 神 
経 症状 を 起こ す の で す 。 

いずれ に し て ゃ , 腰 の 弱い ネコ の 発病 
は 突発 的 に 起こ る こと が 多く ,、 し か も る , 
一 度 始ま る と な か な か な お ら ず , 一 進一 
退 を 続け 、 完 治す る こと の むず か し い 病 
気 で す 。 画 

(動物 愛護 協会 附属 動物 病院 院長 ) 


原稿 口 仲間 の ひろ ば 動物 界 へ の 意見 、 主 張 。 自 然 保護 に 関す る 各地 の 現況 、 対 
革 集 策 な ど 。 口 ペッ ト 相 談 室 ペッ ト に つい て の 質問 。 


唱 読 者 の 研究 採集 、 飼 





し 動物 写 真 あな た が 撮影 し た 傑作 、 ま た は 秘蔵 の 写真 





送り 先 動物 ニュ ー ス 学会 , 同好 会 、 保護 , 飼育 な ど に 関す る 珍し い ニ ュー ス 。 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 の 3 朝日 新聞 社 「 世 界 動物 百科 」 編 集 部 『 私 た ちの 仲間 』 休 





ギャ ラリ ー 


京都 の 三 十 三 間 堂 の 向い に ある 故 源 院 は , 徳 
川 秀 忠夫 人 が 元 和 7 (1621) 年 に 再建 し た 寺 で 白 

ある 。 そ の と き に 宗達 は , 伝 屋 工 房 の 画 工 た ち 家 
を 率い て 、 こ の 寺 の 障壁 画 を 描い た 。 現 在 残っ 

て いる の は , 仏 問 の 松 の 換 絵 と 、 そ の 南 届 板 の 
間 の 両端 に は めこ ん だ 4 枚 の 杉戸 絵 だ け で , 白 
象 は 、 そ の うち の 2 面 に , 1 頭 ず つ 描 か れ て い 

る 。 は ほか の 絵 は 、 獅子 や 岸 で ある 展 戸 着色 181x125 セ ンチ 発 源 院 蔵 
宗達 は 、 鳥獣 の 画家 と し て も る すぐれ た 技 の 持 
主 で あっ て , 水晶 の 鴨 や 水鳥 や 生 を みごと な た 情 
感 で 描い て いる 。 し か し , この 白 象 は , 同じ 杉 
戸 の 獅子 と と も に , また 別 の 意味 で の 傑作 だ と 
思う 水 墨 の 鳥獣 画 の 方 は 、 写 実 的 な 捉え か た 
を も と に し て , 宗達 独特 の 時 の 技法 で 描き あげ 
た 名 画 だ が 、 こ ちら の 音色 画 の 方 は , 象 や 狂 子 
と いう , 宗達 が 実際 に 見 た こと が な か っ た で あ 
ろう 動物 を 画題 に し た た めか , まっ た く 模 様 風 
に 様式 化 さ れ て いる 。 そ し て その 模様 化 が 、 ほ 
か の 画家 に 例 を 見 な い ほ ど 充 実 し た 美 し さ を 発 
揮 し て いる の で ある 
杉戸 の 木目 を その まま バッ ク に し て , 象 は 画 
面 い っ ぱい の 大 き さ だ 。 し か し , 画面 に お し こ 
まれ た 留 届 さ は 少し も 感じ られ ず 、 む し ろ 、 
無限 に は み 出 し て 、 お お いか ぶさ っ て くる よう 
な 迫力 が ある 。 太 い 線 描 に た た えら れ た 豊か な 
力量 は 、 白い 巨 体 の 重量 感 を いっ そう 迫真 的 に 
し ,、 な まな か な 写実 より ゃ は る か に 象 を 象 た ら 
し め て いる 。 ロロ の と ころ に か すか に 朱 が 残り , 
瞳 に は 金 泥 が 点 じ られ て いた よう だ 。 日 本 の 
数 多く の 動物 画 の な か の , も っ と も 魅力 に 富む 
絵 の ひ と つ で あっ て , いつ 見 て も 新鮮 で 、 い ろ 
いろ な 問題 を 考え させ て くれ る の で ある 。 画 
(水尾 比呂 志 ) 
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寺 長 月 カニ クイ ザル , ヒヒ ⑳ 食 肉 目 マレー グマ , ホッ キョ ク グ マ ⑥ 偶 踏 目 バイソン, アフ リカ スイ ギュ ウ 

9 幸長 有 キヌ ザル , オマ キザ ル め ⑫⑳ 食 肉 目 ヒグマ , ツキ ノワ グマ る ⑥ 偶 踏 目 ウシ , スイ ギュ ウ 

@ 吉 長 月 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ D ゆ 食肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 青 導 犬 、 警察 大 ⑥ 偶 踏 目 イラ ンド , ブッ シュ バッ ク 

⑥ 食 虫 月 ツバ パイ , モグ ラ , ハリ ネズ ミ W 食 肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター る 偶 踏 目 キリン . オカ ピ , ノロ ジ カ 

⑩ 世 手 目 , 皮 栓 目 ) コウ モリ , ヒ ヨ ケ ザル 償 食 肉 目 (番犬 ) 日 本 大 . セン トバ ー ナ ー ド ⑤ 偶 踏 目 トナ カイ , ヘラ ジ カ 

⑱ 培 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ 仙 食 肉 目 ( 愛 玩 三 ) スピ ッ ツ , チワ ワ ⑤ 偶 踏 目 アカ シカ , マメ ジ カ 

ゆ 癌 歯 目 トピ ビ ネズミ, ヤマ ネ ゆ 食 肉 目 (野生 三 ) ディ ン ゴ , リカ オン ⑥% 偶 踏 目 ラクダ, ラマ 

⑯ 表 歯 目 長 ネ ズ ミ , 野 ネ ズミ ⑱ 食 肉 目 キツネ, ホッ キョ クギ ツネ ⑤ 偶 踏 目 カバ, ペッ カリ 

@ 都 歯 目 レミ ング , ビー バー, ハム スタ ー 0 食肉 目 オオ カミ , コ ヨ テ 8 偶 路 目 イノシシ, ブタ 

⑯ 幸 歯 有 リス , ムササビ 人 ゆ 9 食肉 目 アザ ラ シ 9 貧 歯 目 , 有 鱗 目 , 管 歯 朋 アリ クイ ほか 
⑯ 震 歯 目 ウサ ギ 食肉 目 セイ ウチ , オッ ト セ イ , トド @9 海 牛 目 , 鯨 征 ジュ ゴン , ナガ スク ジラ 
食肉 目 ー 二 。 ラ に Q 奇 路 目 サイ , バク ⑥ 鯨 目 イル カ , マッ コウ クジ ラ 

食肉 目 ⑳⑪ 奇 路 目 ウマ 概説 @⑫ 有 袋 目 カン ガル ー, コア ラ 

⑯ 食 肉 目 ヒ ョ ヨウ, ジャ ガ ⑱ 奇 路上 サラブレッド, ポニ ー @⑥3 有 袋 目 バン ディ クー ト , フク ロ ネ コ 

⑳ 食 肉 目 呈 補 5 - め 奇 路 目 ) ロバ, ラバ , シマ ウマ @ 単 孔 目 力 モ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 

⑳ 食 肉 目 - オイ ⑧ 岩 旬 目 , 長 鼻 目 ) イワ ダ ヌ キ , ゾウ 以下 ⑮ 一 ⑳ 鳥類 ⑳ー⑭ 両生 類 , 礎 虫 類 
@ 食 肉 目 ナ 、 ング ⑧⑬ 偶 路 目 ヒッ ツジ 一 ⑳ 魚類  ⑯ 一 ⑳ 昆虫 類 、 甲 裁 類 
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